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「環境経営報告書2004」は報告書として3年目となりますが、皆さまからの忌憚

のないご意見・ご感想をいただければ幸いです。 
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編集責任者（環境推進部長） 

木森　敏春 
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事業活動におけるＣＯ2排出量 

2003年度 環境目標達成状況 

環境パフォーマンスデータ 

　電力使用量の削減 

　紙購入量の削減 

　産業廃棄物の削減 

　一般廃棄物の削減 

　グリーン購入の推進 

主な環境活動 

　エコ・ＩＴソリューションサービスの提供 

　エコカーへの切り替え促進 

　ｉモード対応のディスパッチシステムでｅｃｏ 

　播磨研修センターに環境設備 

　グリーン印刷の推進 

　Web教育でエコ効果（全従業員向けの啓発教育をWeb化） 

　ロジスティクス本部の生産革新 

 

 

従業員との関係 

　環境教育実施状況 

　お客さまのＩＴソリューションニーズに応える技術力 

　社会貢献推進活動報告システム構築の成果 

社会貢献活動 

　NEC社会貢献社長賞の連続受賞 

　中国北京事務所の植林活動 

　名古屋市都市美化連盟より「平成１５年度都市美化功労表彰」 

　「しながわ環境ＩＳＯ事業所情報交換会」メンバー活動 

　森林ボランティア活動 

　大会運営支援およびグランド整備、清掃活動 

　高校生の就業体験実習支援 

　沼津市千本松原海岸の清掃作業 

　小学校の廃品回収活動への参加・回収資材の提供 

　第７回大阪・淀川市民マラソン大会 ボランティア活動 

　赤十字献血活動 

　全国に広がる社会貢献活動の輪：2003年上期　受賞拠点・受賞者を紹介 

環境コミュニケーション 

　社外からのご意見・ご要望への対応 

　通算10回目の節目の環境向上強化月間を迎えて 

　季刊誌「ふぃーるでぃんぐ」の電子化 

　『一秒の世界』環境教材の提供 

　「環境報告書」を基軸に環境コミュニケーション活動を推進 

 

 

身近なサステナビリティレポートを目指して 

 

 

 

2003年度版からの主な変更点 

会社概要に財務・業績情報を追加。 

リペア事業の取組みを特集として紹介。 

環境会計に経済効果と投資情報を追加。 

社会性パフォーマンスのカテゴリーを新設。 

第三者レビューを追加。 
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お客さまのＩＴソリューションニーズに応える技術力 環境教育実施状況 

Ｗｅｂによる環境教育も4年目となり定着しました。試験に合格

するとステューデントレポートが発行され、受講実績として履歴

が自動登録されます。今後は環境経営推進に対し教育内容もリ

フレッシュし、環境経営活動の浸透を図ってまいります。 

お客さまのニーズに対応できる技術を提供するために資格認定

者の育成・拡大を図ってまいります。 

社会貢献推進活動報告システム構築の成果 

社会貢献活動を推進していく中で、その活動を正当に評価・表

彰することで従業員一人ひとりの志気が高まりました。全社で

活動情報が共有化されたことで活動の水平展開も進み、従業

員ひとりあたり年間4時間の目標活動時間も達成できました。 

従業員との関係 

社会性パフォーマンス 

■ 環境教育　受講者数 

■ 資格の保有状況 

■ 環境関連資格保有者数 2004年3月現在 

一般教育 

管理者教育 

特定教育 

7,000

（人） 

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 （年度） 
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社外へ情報発信 

環境教育の種類 対象者 目　的 

いつでもどこでも環境教育 

一般教育 

特定教育 

管理者教育 

監査員教育 

全従業員 
環境方針、環境マネジメントシステムの概要、 

従業員の役割、職場のルール理解と自覚 

特定業務従事者の役割、責任、 

手順の理解と訓練 

組織の環境影響評価、計画策定、 

運用管理の理解と自覚 

監査の役割、責任、手順の理解 

廃棄物管理者 

危険物保管責任者 

環境事前評価実施者 

フロン回収／高圧ガス取扱者 

一段部／地区環境経営責任者 

一段部／地区環境経営推進者 

内部環境監査員 

基礎教育（リフレッシュ）／職場教育 

一般教育 

管理者教育 

特定教育 

3,913 2,004 2,046 4,233 2,402 5,925 5,493

895 806 218 72 57 175 127

0 37 220 133 84 516 577

資格グループ名称 人数 

エネルギー管理士 2

環境マネジメントシステム審査員 7

内部環境監査員 206

危険物取扱者 974

建築物環境衛生管理技術者 1

公害防止管理者・他 5

高ガス製造保安責任者・販売主任者 4

特別管理産業廃棄物管理責任者 4

有機溶剤作業主任者 34

資格種別 2003年度 

情報処理資格等公的資格 

Microsoft

Cisco

オラクル、HP、SUN

Linux系 

セキュリティ系 

CIW、ノベル他 

13,397

6,505

1,606

1,988

306

466

748

25,016合計 

活動評価・表彰 

社会貢献活動登録・集計機能 

携帯電話 ノートPC オフィスPC

4,808

2,847
2,484

4,438

2,543

6,616
6,197

教育実績 

年間教育日数28日／サービスエンジニア1人あたり　 

■ 一人あたりの資格数 

1資格 

19.2%

2～5資格 

57.7%

6～9資格 

15.8%

10資格以上 

7.3%

教育Web

活動情報をデータベース化・共有 
◎全社 

◎各拠点 

◎個人 



ＣＳＲ 
マネジメント 

社長メッセージ 

すべてのステークホルダーの期待に 応える企業へ 

2004年6月 
NECフィールディング株式会社 

代表取締役社長 

 ■ 2003年度「日本経営品質賞(大規模部門)」受賞　財団法人社会経済生産性本部より（2003年11月） 

CSR※1戦略 CSを基軸とした経営への評価 

すべてのステークホルダーの期待に応え、企業市民としての責任を遂行する持続可能な貢献により、社会と共存しつつ永続的な成長を果たす 

※1 CSR：Corporate Social Responsibility（企業の社会的責任）　※2 MS-SRI Index：モーニングスター社【米国最大の投資信託評価機関であるモーニングスター社と日本国内の金融機関が共同出資 
して設立された総合金融情報提供会社。投資信託評価「モーニングスターレーティング」が有名。】のSRI（社会的責任投資）銘柄選定における指標 
 

目標：「ＭＳ-ＳＲＩ Index」※2の全分野でＡ以上 

ステークホルダー 企業価値の向上 

株主価値 

顧客価値 

従業員価値 

社会的価値 

ガバナンス/アカウンタビリティ A A+

◎経営理念　◎コーポレートガバナンス　◎企業倫理　◎情報開示/コミュニケーション 

マーケット A A+

◎消費者／顧客対応 

◎パートナ／調達先対応 

雇用 B A+

◎障害者雇用　◎男女雇用機会均等 

◎勤労／処遇改善　◎労働環境整備 

社会 B A

◎社会貢献活動／地域との共生 

◎海外支援   ◎NPO／NGOとの連携 

環境 B A

◎環境マネジメント　◎コミュニケーション 

◎環境ビジネス　◎第三者レビュー 

顧客 

株主 

取引先 

競争相手 

従業員 

経営者 

求職者 

地域社会 

市民社会 

国際社会 

今日の世代 

将来の世代 

Now
&

Future

〔 企業の社会的責任〕 ’03 
評価 

’05 
目標 

【受賞理由】ＮＥＣフィールディング株式会社は、変化の激しいＩＴ産業のサポートサービス事業領域に
おいて、新しい価値を創出するサービスプロバイダーへ変革することを進むべき方向性として明確に
するとともに、その実現に必要な経営システムをバランスよく構築しながら堅実な経営を行い、業界ト
ップレベルの優れた顧客満足と業績を獲得している。特に「ＣＳを基軸とした経営」の実現に向けた多
面的活動は、ＣＥ※が存分にサービス提供できる環境づくりの努力のもと、業務への強い貢献意欲を
持ち、いきいきと働く社員一人ひとりに支えられながら着実かつ継続的に実施され、顧客との信頼関
係を強化している点で、高い評価が得られた。 ※ ＣＥ：Customer Engineer（カスタマエンジニア） 

 

■ 認証取得 ■ 2003年 ソリューションプロバイダー顧客満足度調査 
　（保守・サポート分野） 
　  J.D.パワー アジア・パシフィック（2003年10月） 

■ 第8回 顧客満足度調査システム運用関連サービス 
　（情報サービス会社） 
　  日経コンピュータ（2003年7月） 

◎ISO14001認証取得(1999年5月) 
◎ISO9001認証取得：2000年度版(2002年5月) 
◎プライバシーマーク取得(2002年9月) 
　【社団法人情報サービス産業協会】 
◎COPC-2000®認証取得(2003年4月) 
　【米国COPC社】 
◎ISMS適合性評価制度認証取得(2003年4月) 
　【財団法人日本情報処理協会】 
◎ＨＤＩ組織認定取得(2004年3月) 
　【米国ヘルプデスク協会】 

2002年～2003年 
ソリューションプロバイダー顧客満足度調査SM 

2003年調査は従業員100名以上の企業 
3,016社からの回答による。 

www.jdpower.co.jp

システム運用関連サービス（情報サービス会社） 
 

顧客満足度No.1 
 日経コンピュータ（2003年7月28日号） 

第8回 顧客満足度調査 

2年連続　1位 

2年連続　1位 
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ＩＴサポートサービスを事業とする当社では、高

い顧客満足度と業績の両立こそが経営の根幹

と考えお客さま本位の「ＣＳを基軸とした経営」

を実践しております。 

1997年から導入した経営品質向上プログラ

ムに基づく活動が評価され、2003年度「日本

経営品質賞（大規模部門）」（財団法人社会経済

生産性本部）を受賞いたしました。 

昨今マスコミでも非常に露出度の高くなった企

業の社会的責任（ＣＳＲ：Corporate Social 

Responsibility）ですが、企業価値の評価尺

度が多様化し、業績面のみならず、すべてのステー

クホルダーへの貢献により企業価値の向上を図

ることが重要になってまいりました。 

当社も従来から個別の活動として環境対応や

社会貢献、企業倫理、リスクマネジメントや雇用

対策などに取組んでまいりましたが、トータルな

企業価値を高めるためにも、これらを統合した

マネジメントに落し込み、企業活動全体から捉

えていく必要性を痛感いたしました。そこで、

2003年5月に全社のステアリングコミッティー

の位置づけで全執行役員と主管部門長を委員

とし、委員長を私が務める「ＣＳＲ委員会」を設

置し活動を始めました。基本方針は「すべての

ステークホルダーの期待に応えうる企業体を目

指し、持続可能な社会へのプロアクティブな貢

献と、より広義な社会的責任を果たしつつ、より

よき企業市民として永続的な成長を遂げ続け、

社会との相乗発展を実現する」としました。 

ＣＳＲ委員会では当社を取りまくすべてのステー

クホルダー（顧客、株主、従業員、社会）の期待に

応えるため、ガバナンス／アカウンタビリティ、マー

ケット、雇用、社会および環境の5つの領域で活

動指標を設定し、実現すべき具体的な目標を持っ

て活動を開始しました。この活動を通して、長期

間にわたり安定・堅実に成長し、社会から評価さ

れる「良い会社」を目指しています。 

5つの領域（下図）のうち2つが環境、社会貢献で

す。環境への配慮は、製造業でない私どもも共通

の課題と捉え、環境マネジメントシステムの構築

を通じて、400以上のすべての拠点で活動を進

めています。環境活動の方針を、「企業活動の全

域で環境にやさしい」「環境との調和を経営の最

高課題のひとつとして」と定め、1999年のＩＳＯ

認証をベースにＴ－ＰＤＣAサイクルを構築する

とともに、環境向上強化月間をもうけるなど、全

社的な活動に展開しています。また2002年度

から環境活動評価制度を制定し、部門の業績評

価に組み入れました。 

当社の特徴的な活動のひとつに、リユースの場

面における保守サービス用部品の再利用がござ

います。お客さま先では、復旧時間を最優先とす

るために、大きな単位、たとえばボードやユニット

単位での交換が主体です。したがって、交換され

た故障品は、社内での

修理工程であるリペ

ア部門で、チップレベ

ルや部品単体レベル

まで不良を解析して

交換し再利用すると

いう、きめ細かな取組みを展開しています。これ

は新たに購入した場合に換算して2002年度ベー

スでは約270億円にも達するものになります。

こういった活動を通じて、産業廃棄物の最小化に

取組んでいるところであります。社員の環境へ

の意識を継続的に高めるために、技術教育で構

築されているイー・ラーニングの仕組みを利用し

て、全社員が容易に教育を受けることができる

ようにしています。これらの活動は毎年「環境報

告書」としてまとめ、活動状況とともにホームペー

ジから発信もしています。 

こういった活動が認められて、昨年12月には、某

新聞社から非製造業分野での環境経営度ランキ

ングでNo.１の評価をいただくことができました。 

当社の社会貢献は、当社の特性（全国のサービ

ス拠点と従業員7,000名）を活かし、全国を

17ブロックに区分し、それぞれの地域社会にお

ける社会的要請に対し、地域密着型のボランティ

ア活動を展開しております。「よき企業市民と

して、社会へのプロアクティブな貢献を目指す」

ことを基本的な考え方として、経団連の1％（ワ

ンパーセント）クラブへ2003年10月に加盟し、

経常利益の１％相当額以上を目安に、社会貢献

へ拠出して行く目標を立てております。具体的

には、本報告書の「社会性パフォーマンス」でご

紹介の通り、全国的な活動につながる仕組みを

展開し、継続して取組んでいます。 

従来からコンピュータ

保守、リペア事業でも環

境面で寄与してきまし

たが、これからは「環境

に配慮した製品・サービ

スの提供」により、お客

さまの環境負荷低減に貢献するために、これま

でご提供してきました「エコ・ＩＴソリューションサー

ビス、リサイクル事業」等に加え、さらなるプロ

アクティブな環境経営活動に取組み、地球温暖

化防止をはじめ広く社会への貢献に努めてま

いります。そのために、2004年4月に環境方

針を一新し、新環境中期計画のもとで活動を開

始しました。具体的には、全従業員・全部門に環

境経営意識を浸透させ、これまでの環境管理体

から組織的取組みに再構築し、全部門が事業活

動から有益な環境側面を捉え、目的・目標をクリ

アにし、持続的、創造的な本来業務によるプロ

アクティブな環境経営活動を推進し、地球環境

保全と、持続型社会の形成に貢献してまいります。 

 

お客様本位の 

「ＣＳを基軸とした経営」を 

トータルな企業価値を高め 
社会的責任を果たすために 

社会から評価される 
「良い会社」を目指して 

非製造業分野での 
環境経営度ランキングNo.１ 

よき企業市民として、社会への 
プロアクティブな貢献を目指す 

環境方針を一新し、新環境中期 
計画のもとで活動を開始 
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※ レーダースコアは、 
 6項目の評価別偏差値を 
 それぞれ100点満点に換算 
 

運営体制 

環境教育 

ビジョン 

製品・温暖化・ 
物流対策 

資源循環 

汚染リスク 
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NECフィールディング 

通信・サービスの平均 

２００３年１２月１１日、日本経済新聞・日経産業新聞発表による「第7回環境経営度調査」非製造業及び通

信・サービスのランキングが発表され、初参加となった当社が第１位に躍進しました。この受賞は特に、

全社・支社・支店（営業所含む）を３階層に細分化した環境マネジメントシステム（Ｔ・ＰＤＣＡシステム）

の構築・運用する仕組みと、体制を基盤とした次の取組みが高評価につながりました。 

すべての拠点・全従業員による、環境保全から環境ボランティアまで、同一水準での取組み。  

いつでもどこでも受講出来るＷｅｂ教育の仕組みを構築、取引先を含む全従業員への環境教育 

（一般向け、特定教育、管理者教育）の展開と実績。  

事業そのものを環境へ配慮した環境ビジネスと位置付け、 

ＩＴ機器の保守業務で発生した交換部品を再生するリペア事業の推進。  

この成果をこれまでの環境向上活動の賜物と受け止め、今後も社会に貢献する環境経営度を高め、

ランキング上位を継続してまいります。 

1

2

3

「環境経営度ランキング（非製造部門）」１位に躍進 

リペア本部は、機器や部品の再生を行うリペア業務を主に、 

ＣＤ・ＤＶＤの生産を含むメディアサービス業務を 

あわせて行っています。（従業員数：約500名） 

これらの業務により発生する、 

廃棄物の発生抑制や再資源化推進、 

省エネルギー活動等が急務となっています。 

このような背景の中で、リペア業務は故障した機器や 

部品の点検・整備・再生をしており、 

事業そのものが「循環型社会の実現」に 

大きく貢献しているものと自負しています。　　　　　　　　　　　　　　　　 

今後はさらに点検、整備、再生技術を向上させ、 

廃棄物の抑制に寄与していきます。 

今回はその活動の一部をご紹介します。 

 

循環型社会への貢献 
----------- リペア事業の取組み ----------- 

「環境経営度ランキング（非製造部門）」1位を糧に 

環境ISO14001認証取得後約5年が経ち、

その間循環型社会実現への広域再生リサイクル

事業（情報通信機器等）をはじめとした、当社に

おける環境保全活動を、1998年から環境方針

に沿い取組んできました。その結果「省資源・

省エネルギー」および「グリーン購入（OA機器・

文房具）」の全ての中期目標は計画通り達成

する事ができました。 

また、2003年12月には「環境経営度ランキング

（非製造部門）Ｎo.１」の外部評価を得て、「エコ・

ＩＴソリューションビジネスの提供」を発表し、環

境経営の加速への足掛かりを作りました。 

今後、さらに環境における企業の社会的責任の

確実なる遂行とともに、お客さまの環境負荷低減

に貢献する「環境配慮型の製品とサービス」

の提供を加速する事が求められています。 

それには、環境面の付加価値を備えたビジネスの

創出を進める必要があり、全部門・全従業員に

対する「環境経営意識の浸透と具体的取組み」が

課題であります。今後、「環境経営度ランキング

（非製造部門）Ｎo.１」に甘んじることなく、環境

教育の質的向上と環境により良い製品・サービス・

活動の創出、影響評価、効果検証の仕組み作りが

重要と認識し推進してまいります。 

さらに、全社ＣＳＲ活動推進の観点から、2002

年度より全社で取組んでいます環境ボランティア

をベースとした「社会貢献活動の推進」につい

ても、全国規模での地域活動が定着し、本報告書

に社会性パフォーマンスとして、取組みの一端

ですがご紹介させていただきました。 

今後も全社プログラムを拡充し、広く社会で「頼り

になるNECフィールデイング」として取組んで

まいります。 

07

特集 



循環型社会への貢献 ---------  リペア事業の取組み ---------

部品再生のためのリペアシステム 

化学物質管理と使用量の削減 使用済み情報関連機器の回収（広域3Ｒ活動の推進） ゼロエミッションに向けて（廃棄物管理） 
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廃棄物の増加は、最終処分場の逼迫やダイオキシン

の発生等地球環境に大きな影響を与えます。当社

では、ＩＴ・ＮＷ機器・システムのアフターサポートサー

ビス時に交換した部品・機器や、広域再生利用指定

産業廃棄物（広域3Ｒ）として回収した使用済み機

器から取り出した部品を回収し、点検・整備・テスト

を行い、保守用部品として再生するリペアシステム

を構築して循環型社会実現に貢献しています。 

 

リペア本部メディア部光メディアセンターは、CD・DVDを製

造しており、特定化学物質として管理するPRTR法対象物質

を含む数多くの化学物質を使用しています。2003年10月

以降、それまで大量に使用していた当該法の対象物質を大

幅削減しました。 

当社では、3Ｒ（スリーアール）活動※1の推進のために、

情報・通信機器などの「移設・撤去サービス」を実施し

ています。お客さまのフロア変更等による移設や機器

の新規購入で不要となった概設置機器の撤去を行うも

のです。撤去サービスにおいては撤去のみではなく、

使用済み製品の回収からリサイクルまで、ＮＥＣグルー

プとして広域再生利用指定産業廃棄物処理業者※2の

認可により、一括して行っています。 

 

※1 3Ｒ活動とは 
Reduce：省資源化（設計段階から産業廃棄物を抑制する） 
Reuse：再使用（部品などの再使用） 
Recycle：再資源化（資源材料として再利用） 

※2 広域再生利用指定産業廃棄物処理業者とは 
廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第９条3号および第10条の3第3号
に基づく、厚生大臣の指定を受け、法人やユーザーやリース・レンタル会社から排
出される使用済み情報通信機器の再生利用を行うことで、廃棄物の減量化および
再資源化を促進し、資源の有効活用及び環境保全の促進を図る。（当社は受付会社
として、ＮＥC環境推進部と業務委託契約書を締結し、代行業務を実施） 

※ ＰＲＴＲ法の目的：「特定化学物質の環境への排出量の把握及び管理の改善の促進に関する
法律（ＰＲＴＲ法）」は環境への排出量の把握に関する措置を講ずることにより、事業者の化学物
質の自主的な管理改善を促進し、環境保全上の支障を未然に防止することを目的としている。 

リペア本部大和テクニカルセンターは、保守用装置および保守用部品を修理しています。修理不能装置や交換済み不具合部品等、

使用不可となった個々の廃棄物が大量に発生しますが、すべてゼロエミッション（埋立てや焼却などを行わず全量再資源化等に

より有効利用すること）を達成しています。 

ゼロエミッションは正しく分別することから始まります。大和テクニカルセンターにおける正しい分別やその管理方法の一端と、

その廃棄物を処理委託している業者におけるリサイクル状況をご紹介します。 

回収した部品は静電気対策や振動対
策された専用箱で、リペア部門（リペ
ア本部）へ送付します。 

リペア部門では点検伝票の情報を基に再点検（外観確認、VER確認、性能
確認、最終テスト等）を行います。 

不具合が見つかった場合は、その不具合に起
因する部品だけを交換し再度使用できるよう
に整備を行います（ＨＤＤを除く） 

使い方や誤操作などに起因する不
具合は、リペア拠点から保守拠点へ
フィードバックします。 

不具合情報を集計し、品質情報として
メーカーへフィードバックし品質改善
会議の資料とします。 

すべての点検・整備を完了した部品は、
ロジスティクス部門（あるパーツ川崎）
へ送付されます。 

ロジスティクス部門は、保守拠点から
の要請に即応するために在庫します。 

修理不能装置や交換済みの不具合部
品等は可能な限り、同一単体部品別や
資源分類別に分解します。 

自動販売機から購入したものは設置
業者の容器に収納し、業者回収を義務
付けしています。 

いつでもどこでも誰にでも正確に分
別できるように、廃棄物分別表を掲示
しています。 

各職場で排出された廃棄物は分別表
に基づき、それぞれ決められた容器に
一時収納します。 

資源素材別に分類したものは、開閉式
の金属容器に収納します。（容器上部
に写真や注意書きを貼付） 

小型二次電池は種類ごとの専用容器
に収納し、電池メーカーに回収を依頼
します。 

同一単体部品別に分解したものは専
用のプラスチック収納箱に入れ、指定
保管場所へ収納します。 

各職場の一時収納容器から定期的に
屋外の指定保管場所へ収納します。 

点検の結果廃棄処理とした要因は、破損・焼損・衝撃、腐食、メーカー保証期限切れ※

等で約80％以上を占めています。これらの中にはお客さまの使用環境（落下、水

こぼし等）に起因するものが大半を占めています。 
※ ＨＤＤについては超精密部品につき点検のみ実施し、保証期間中での修理は製造メーカーが実施。 

■ 2003年度に回収した主な部品ごとの 

　 受付数・再使用数・不具合数（廃棄処理） 
（件） 

185,333

受付数 

176,690

再使用数 

9,143

不具合数 （分類） 
0

50,000

100,000

150,000

200,000

■ ＰＫＧ（プリント基板） 

（件） 

206

2001

960

2002

1,518

2003 （年度） 
0

400

800

1,200

1,600

（件） 

159,924

受付数 

143,988

再使用数 

15,936

不具合数 （分類） 
0

50,000

100,000

150,000
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■ HDD（ハードディスクドライブ） 
（件） 

55,130

受付数 

46,835

再使用数 

8,295

不具合数 （分類） 
0

20,000

40,000

60,000

■ LCD（液晶表示） 

■ 剥離液-105の全廃 

剥離液－105は、9種類のＰＲＴＲ法適用物質の中で全体の

96％を占めており、自主的な管理改善活動としてこの削減

に着目、検討、模索し、2003年9月当該物質を使用しない最

新の機器を購入し稼動を開始しました。これにより年間使用

量の約19トン（2003年度使用予測値）の特定化学物質を

全廃しました。 

旧型設備では、ＣＤの金属
原板を作成する時に付着す
る感光材の除去に、剥離液ー
105を使用していました。 

 
剥離液をまったく使用しない新規設
備を導入し、剥離液ー105を全廃し
ました。 

■ 移設・撤去サービス件数 
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379

869

2002

1,129

815

2001
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492
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588
535

1999

653

1998

電力使用量の削減 

紙購入量の削減 

産業廃棄物の削減                            

一般廃棄物の削減 

グリーン購入の推進 

（万kWh） 

（年度） 

使用量目標 

使用量実績 
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1,755
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事業拡大 

1998 1999

2,209 2,168

2000

2,888
2,670

2001

2,995
2,728

2002 2003

オフィスでの省エネ活動は定着し、さらに資源エネルギー庁との緊急節電対策の徹底に加え冷夏も影響し目標を達成しました。 
 

全社イントラネット化の拡充と、紙の縮小コピー再利用等によりオフィスでのコピー用紙の購入量を抑制し目標を達成しました。 
 

（トン） 

購入量目標 

購入量実績 
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（年度） 

185
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206

2000
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200

2002

190
218

2003

2,781

リサイクル業者への調査・契約切り替えにより再資源化が進み、廃棄量を削減し目標を達成しました。 
 

（トン） 

廃棄量目標 

廃棄量実績 

参考：再資源化率 
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活動拠点拡大 

事業拡大 

活動拠点拡大 

事業拡大 
活動拠点拡大 

事業拡大 

活動拠点拡大 

15.8%
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65.7%
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（トン） 

廃棄量目標 

廃棄量実績 

参考：再資源化率 
（%） 
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■ OA機器の購入推進 
社内電子掲載ネットワーク情報（スターオフィス） 

「OA機器グリーン製品リスト」より 

環境配慮型商品の選択・購入推進 

〈対象〉 

・PC本体 ・ディスプレイ ・プリンター機器 

（%） 

（年度） 1998

目標 

実績 

■ 文房具の購入推進 
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56

2000

48
40

1999

3231
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■ OA機器グリーン製品リスト 

社内電子掲載ネットワーク情報（スターオフィス） 

「文房具グリーン製品リスト」より 

環境配慮型商品の選択・購入推進 

〈対象〉 

・筆記用具、ファイル、他文房具 

■ グリーン製品リスト（文房具） 

59.3% 57.3% 58.1%
66.3%

72.4%
81.6%

新製品発売情報の監視と、購入手配推奨機器一覧情報の電子掲示により、確実
な購入手配により目標を達成しました。 
 

社内推奨電子リストに加え、ＧＰＮ提供のデータベース、メーカーカタログ情報
の活用により、優先購入が図られ目標を達成しました。 

拠点における分別活動の徹底とミックスペーパーのリサイクル化により、一般廃棄物の削減目標を達成しました。 



お客さまへのサービスメニューの提案段階で、ＣＯ2削減効果を評価・算出し、 
お客さまの環境負荷低減につながる環境経営活動を推進しています。 

日本全国約434ヶ所のサービスネットワークと、約5,000人のサービスエンジニアを有し、 
万一のとき最適なサービスエンジニアが出動し、お客さま先へ迅速に出向き問題を解決します。 

「環境経営度ランキング（非製造部門）Ｎo．１」に相応しいエコ・ＩＴソリューションサービスを皮切りに、 
お客さまから期待される環境配慮型製品・サービスの提供に努めてまいります。 

■ 超小型電気自動車（ＣＯＭＳ）導入 ■ 社有車の低公害化促進 

■ 作業面での効果 ■ 環境面での効果 

（台数） 

2002 2003 （年度） 
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低公害車 従来車 

提案事例 

iDC（インターネットデータセンター）運用の環境負荷低減効果 

顧客設備 

ＩＴ機器、施設、運用要員 

環境要素 

IT機器、 
マシン室設備の電気使用、 
マシン室什器、 
設備 

環境負荷評価 
ツールを使用 効果 

36%
47%

FIELDING iDC
ＩＴ機器、施設、運用要員

が共有化され環境影響負

荷が低減します。 

（%） 

顧客システム iDC
0
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100

CO2削減率 
約46％ 

主な環境活動 

環境パフォーマンス 
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iモード対応のディスパッチシステムでecoエコ・ＩＴソリューションサービスの提供 

エコカーへの切り替え促進 
 

中部支社で2004年2月24日に超小

型電気自動車（リース車）をサービスカー

として導入いたしました。 

確かな情報伝達が可能となり、携帯電話の通話料も大幅に削減

されました。また、サービスエンジニアの作業進捗状況がタイム

リーに把握でき、効率的な作業計画や応援者の派遣等、組織的

な支援体制をとることができました。 

作業効率の改善により年間約40トンーCO2の削減が図られま

した。（ＮＥＣソリューション環境負荷評価ツールより算出） 

2003年度から社有車の多くを占めるリー

スカーを中心にエコカーへの切り替え

を促進し、47％（11％増加）の低公害

車の導入率に切り替えました。今後も

継続して取組み、2008年度までに切り

替え、導入率100％を目指しています。 
2000年9月より、作業指示、作業報告、部品回収依頼等、サービ

スエンジニアとの連携強化のために、ｉモード携帯電話を活用し

た「ｉモードディスパッチシステム※」を開発し、活用してまいりま

した。お客さまのさらなる満足度の向上、また保守サポート業務

の効率化とコスト削減を図ってまいりました。 

切り替え、導入率 

従来車

53%

低公害車

47% 619台 
2003年度 

※ サービスエンジニアを手際よく出動させるしくみ 

〈企業内イントラネット〉 

コールセンターシステム 

作業報告 Web接続 出動可否報告 

サービス拠点 

データベース 

iモード 
ディスパッチ 
システム 

DoCoMoパケット網 

E-mail (暗号化)

作業指示 

iモードメール受信 

サービスエンジニア 

サービスエンジニアと 

支援部門は常に連携し、 

お客さまを強力に 

サポートします。 

作業受付から作業の完了報告まで iモードで瞬時に行えます。 

From: NEC 
FieldingTo: 
0123456789@doc 
Sbj:作業依頼－ＣＭ
─────────
■作業内容 
作業依頼－ＣＭ 
■約束時間
2003/07/29 16:00 
■詳細URL 
http://hoge.hoge.co
m:12345/cgi-bin/w 
wwcgiv01?O+12345
6789012345678901
234567890............... 
■装置情報 
PR-J4000カラーイ
ンクジェットプリン
タ■お客さま情報 
○△□産業株式会社
システム部 
03-1234-5678東京
都港区六本木○×△ 
■作業指示 
プリンタヘッド
PJ91892を交換 

Click 録音 
再生 



中技地区・播磨研修センターに導入した「生ゴミ処理機」が2003

年6月から稼動し、生ゴミのゼロエミッションを達成しました。毎年、

食堂から4トン強の生ゴミが発生していましたが、2003年導入後

は有機肥料化され、近隣の植栽の肥料として活用されています。 

当社ではITシステムを早くから採り入れ、環境教育を含む教育に

Webを活用しています。これにより状況の変化に素早く対応で

きるだけでなく、人の移動によるエネルギーや教材として使用

する紙やＣＤ－ＲＯＭ媒体などの廃棄物を抑制しています。「いつ

でもどこでも」受講できることから、全従業員の教育修了期間が

1／3に短縮されました。さらに、教材用媒体の廃棄物も削減

しました。 

ロジスティクス本部のある「あるパーツ川崎」では、地球環境や

エネルギー問題までもを踏まえて、現場のムリ・ムダ・ムラを無

くすように生産革新※を実践しています。 

１９９８年にグリーン購入ネットワークの会員となり、文房具とＯＡ

機器のグリーン購入活動を進めてきました。さらに、環境に配慮

した『ＧＰＮ印刷サービス・シンボルマーク』を2002年度の環

境報告書より採用しています。オフセット印刷におけるグリーン

購入推進のために「グリーン印刷発注要領」として社内規定化し、

使用の拡大を図っています。 

改善内容 

主な環境活動 

環境パフォーマンス 
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ロジスティクス本部の生産革新 播磨研修センターに環境設備 

グリーン印刷の推進 

Wｅｂ教育でエコ効果（全従業員向けの啓発教育をＷｅｂ化） 

処理前 生ゴミ処理機 

非木材紙のケナフを使用 CTPによるフィルムレス方式 
（CTP：COMPUTER TO PLATE 
  ～直接刷版作成方式） 

処理後 植裁の肥料としてリサイクル 

ＣＤ－ＲＯＭ媒体で 
教材を各拠点に配布した場合 

Ｗｅｂ教材の場合 

約6ヶ月 

約2ヶ月 

■ 教育終了期間の比較 ■ 参考：削減CDｰROM媒体量 

全従業員向けの新規開催啓発 
Ｗｅｂ教育コース数 

削減ＣＤ-ROM媒体量 

2001年度 

3コース 

1,500枚 

2002年度 

6コース 

3,000枚 

2003年度 

7コース 

3,500枚 

※ 生産革新とは、ＮＥＣグループ全社活動としてＣＳ向上や原価低減のために、 
徹底的なムダ廃除をめざし「リードタイム・工数・設備・品質不良」をゼロに近づけるために 
革新的に改善活動を行うこと。 

事例紹介　1

事例紹介　2

輸送パレットの整理・整頓・回収 
あるパーツ川崎では、倉庫棟内にいろいろな種類の輸送パレットが混在しています。これまでは倉庫内で不要なパレットを無

差別に廃棄していました。今回パレットの分別を行い、各パレット毎に置場を設定し、整理・整頓および定位置・定品・定量を行

いました。その結果、再利用できるパレットを返却することで廃棄物の削減につながりました。 

倉庫内作業の動線短縮と停滞／使途不明品の整理・整頓（フロア有効活用） 
倉庫棟内では停滞品や使途不明品がスペースをとり、また、倉庫内作業過程においてはモノの停滞や長い作業動線によるムダ

も発生していました。このムダなスペースを廃除し、有効活用すべくモノの停滞と動線の短縮および整理・整頓を行いました。

作業効率が向上し、ムダな労働時間の削減にもつながりました。 

N E C  F I E L D I N G  S U S T A I N A B L E  M A NA G E M E N T  R E P O R T  2 0 0 4

NECフィールディングは印刷サービスのグリーン購入に 
取り組んでいます 

■ 活用事例 

■ GPN印刷サービス・シンボルマーク 

１．１×１．１ｍサイズ 
社名入り木製パレット 

１．１×１．１ｍサイズ 
倉庫内専用パレット 

１．１×１．１ｍサイズ以外(規格外) 
無記名木製パレット 
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輸送パレットの管理および処理方法、置場を明確にし、ルールに沿った運用 

発送元に返却 倉庫内で有効活用 破損パレットのみ廃棄 

担当者が定時に各置場から回収 

使用可能なパレット 
までも廃棄していた 

改善前 

改善内容 

モノの流れる道を作り停滞を防ぐとともに、モノと作業者の動線を短縮する

ため、間締め（時間・空間・人間の間をつめること）を行う。 

停滞品や使途不明品を廃除。 
停滞品や使途不明品を収納していた 
棚や机は、必要な部門で再使用。 

各部門へ調査事項をフィードバック 

倉庫内を定期巡回し、停滞品や使途不明品の現品調査を実施。 

備品や使途不明品
が混在するフロア 

改善前 

フロアの空きスペー
スは555m2となり
環境面の効果は4.5
トンーCO2となりま
した。 

改善後改善後 改善後 

改善後改善後 改善後 

空き 
スペース 

空き 
スペース 

再利用を促進し木製
パレットの廃棄量
（500パレット相当）
を削減し、約6トンー
CO2の改善効果と
なりました。 

【廃棄物の削減】 
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名古屋市都市美化連盟より「平成１５年度都市美化功労表彰」 NEC社会貢献社長賞の連続受賞 

２００４年３月２６日、名古屋市都市美化連盟より「平成１５年度都市

美化功労表彰」を受けました。これは、拠点それぞれにその地域

の皆さまと溶け込んだ社会貢献活動を行うように努めてきた結

果が評価されたものと考えます。 

「しながわ環境ＩＳＯ事業所情報交換会」メンバー活動 

品川区と東京商工会議所品川支部による情報交換会に地域担

当の支店が毎年参加しています(３名)。特別講演のほか、環境へ

の継続的な取組みを有効に進めていくための悩みや課題、改善

方法等について意見交換をしています。 

森林ボランティア活動 

ＮＰＯ事業サポートセンター主催、林野庁、全国森林組合が後援

する森林ボランティア活動へ毎回参加しています。茨城県八郷

町民有林、国有林（古事の森）にて、間伐や下草刈り等を体験し

ながら森の大切さを体感する活動です。異業種で働く勤労者と

の、企業の枠を超えた交流の場でもあり、これからの社会貢献

活動の理想形として積極的に取組んでいます。 

中国の環境改善に少しでも役に立てればとの思いで北京事務

所が植林の社会貢献活動に積極的に参画しています。春に気温

の上昇にともなって綿（胞子）が雪のように舞う柳(雌)は、健康(肺)

に害を及ぼすとのことで植替え作業を始めています。 

社会貢献活動 

社会性パフォーマンス 

【海外拠点】 

地下鉄新栄駅～ＮＥＣ名古屋ビル間の通勤路清掃（２経路／距離

片道５５０ｍ）・吸い殻、空き缶・空き瓶の回収・その他廃棄物の回収 

第1回 5月6日 第5回 9月1日 第 9 回 1月5日 

第2回 6月2日 第6回 10月1日 第10回 2月2日 

第3回 7月1日 第7回 11月4日 第11回 3月1日 

第4回 8月1日 第8回 12月1日 

※参加人数：693名　2003/5～2004/3　計１１回 

■ 具体的な活動の内容 【中部支社・名古屋支社・ロジスティクス本部名古屋パーツセンター】 

今後も私たちは、豊かな社会の実現に貢献するという企業理念

のもと、よき企業市民として、地域との関わりを大切にしたさま

ざまな社会貢献活動を広く展開してまいります。 

■ 今後の抱負 

中国北京事務所の植林活動 
【東京支社・五反田支店】 

【本社地区】 

中国の荒漠化面積は毎年拡大しており国土面積９６０万Km2の２７％を占

めています。森林面積は１７％と縮小し自然災害発生（荒漠化、水土流出、

洪水、干ばつ）や生物の多様性が失われるなどの問題がおきています。 

この対策として中国では植

林活動を積極的に行っており、

2003年には人口緑化面積

が世界１位となりました。 

中国での植林活動（2003年度） 

延べ参加人数 

植林数 

人口緑化面積率 

5億5,900万人 

25億4,900万株 

1％（世界1位） 

当社では、全社で取組む活動、全国の支店、営業所が自主的に企

画して取組む活動を積極的に支援・推進しています。延べ活動

時間は一人あたり４時間強の３万３千時間を数え、ＮＥＣグループ

の社会貢献活動キャンペーン「Make a Difference Day※2003」

にて、２年連続「Best Practice Award」を受賞しました。本受

賞は、社会貢献活動を企業の責務として積極的に推進した結果

が評価されたものと考えます。今後も、良き企業市民としてＮＥ

Ｃグループの社会貢献活動と連携を図りながら、「一人ひとりの

ボランティア活動」を一歩前進させた社会貢献活動を行なって

まいります。 

※ 「Make a Difference Day」について～この運動は、世界中のＮＥＣグループがボランティア
活動を通して地域社会貢献をし、社員個人個人が、新しい自分を発見し、社会志向の高い企
業マインドを育もう、という趣旨のもとに、1999年から開始しました。 

〈主な取組み〉 

◎盲導犬育成支援募金活動 

◎集める活動（使用済み切手外国コイン、使用済みカード、書き

損じ葉書、使用済みテニスボール） 

◎イラン南東部地震義援金募金活動 

◎環境社会貢献活動の推進 

◎地域社会文化活動の推進 

◎パソコン教室の開催 

◎社会貢献ホームページの開設 

◎社会貢献表彰制度の創設 

◎手話教室の開催 
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小学校の廃品回収活動への参加・回収資材の提供 大会運営支援およびグランド整備、清掃活動 

ジュニアラグビー大会の大会運営支援およびグランド整備、清掃

活動を実施しました。 

開催にあたり、前日に降った雪をグランドから除雪し、大会終了

後には清掃作業を行いました。 

第７回大阪・淀川市民マラソン大会 ボランティア活動 

２００３年１１月２日に開催された「第７回大阪・淀川市民マラソン」

にて、６８名の社員と家族がボランティアスタッフとして参加し、

小雨が降るあいにくの天候の中、大会運営全般をサポートしま

した。この大会は電気自動車などの低公害車を運営車輌として

おり、自然を楽しみながら、誰もが楽しく走ることを目的とした

環境にやさしい手作りのマラソン大会です。大会前日の会場設営、

参加記念品の袋詰め、ランナー受付、完走証の発行、駐車場やコー

ス警備、選手への給水サービスなど、日頃の業務で培ったチー

ムワークでサポートしました。 

赤十字献血活動 

東京都赤十字血液センターと三田国際ビルの地区社会貢献推

進活動事務局は毎年1月と7月、「愛の献血運動」に協力して 

います。鉄分不足気味等で採血がで

きなかった残念なケースもありました

が、119名が協力し、なかには献血

10回記念ををいただいた社員もいま

した。 

高校生の就業体験実習支援 

沖縄県内の高校生を招きインターンシップを実施しました。パソ

コン修理受付や銀行向けシステムの保守体験など充実した３日

間のスケジュールで実習を行いました。 

社会貢献活動 

社会性パフォーマンス 

【東北支社・仙台地区】 

【関西第一支社・西日本カスタマサポート本部・西日本サービス営業本部】 

【本社地区】 

愛知県豊橋市立下地小学校の廃品回収活動に5名参加し、ご父

兄からの多くのご協力をいただきました。 

 ５月１８日（日） 回収資材の提供 

 ８月２４日（日） 廃品回収仕分け作業の手伝い 

１２月１４日（日） 廃品回収仕分け作業の手伝い 

【１日目】６月１７日（火） 

オープンミーティング 自己紹介、会社概要説明、注意事項説明 

パーソナル業務体験 フロント受付、パソコン修理 

【２日目】６月１８日（水） 

大型コンピュータ保守体験 ユーザー先にてコンピュータシステムの 

 概要説明、定期点検 

【３日目】６月１９日（木） 

パーソナル業務体験 部品入出庫、修理受付、パソコン修理 

■ 就業体験項目 

電気科とグラフィックアーツ科の皆さま 

■ 体験実習参加者 

今日はインターンシップ最後の日で大体この会社の流れや

仕組みがわかってきました。お客さまの受付もさせて頂き、

一連の流れを把握することができました。そこで思ったこと

は、１つのパソコンを保守するのにいろんな業者の人や技術

者などたくさんの人が関わっているんだということです。こ

の３日間で行った作業が将来役に立つかどうかは分かりませ

んが、心構えなどは必ず役に立つと思いました。 

■ 体験実習を終えて 

【三河支店・豊橋営業所】 

【関西第一支社・沖縄支店】 

沼津市千本松原海岸の清掃作業 

2003年6月、景勝地で知られる沼津市千本松原海岸周辺の

ゴミを約1時間半、分別回収しました。当日は台風の接近による

悪天候の中、早朝にもかかわらず23名が参加しました。 

【中部支社沼津支店・富士営業所】 



個 人 賞  

拠 点 賞  

沼澤弘幸さん（ヘルプデスクソリューション本部） 

沼澤さんは藤沢市

で中学生以下の野

球大会支援のため、

審判員として継続

的に活動をしてい

ます。 
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全国に広がる社会貢献活動の輪：2003年上期　受賞拠点・受賞者を紹介 

社会貢献活動 

社会性パフォーマンス 

全国支社レベルの推進委員、事務局を中心に年度ごとの活動目

標を掲げ、全従業員が全国津々浦々でさまざまな活動に参画し

ています。顕著な取組みについては「社会貢献活動表彰制度」

により、「拠点賞」と「個人賞」の部門で表彰しています。これか

らも全従業員が取組みやすい環境づくりを促進し、活動の深耕

と輪を広げてまいります。 

山口健吉さん（CS推進部） 

山口さんは半期で100時間を超

える時間を、少年野球の指導、パ

ソコンのホームページ作成ボラ

ンティア、自治会の活動等多岐に

わたるボランティア活動を積極

的に行っています。 

降矢さんは、自宅付近の建物火災を発見し、消防

署へ通報するとともに他の協力者とともに水道

水を使用して延焼拡大を防止しました。地元新聞

にも報道され、地元消防組合消防庁より感謝状を

授与されました。 

ヘルプデスクソリューション本部 

「田園都市線高津駅周辺の通勤路を中心に清掃活動」（214名） 

高津パークプラザビル、

商店街や高津駅周辺の

通勤路を中心に清掃活

動を継続的に実施し、

2003年9月には川崎

市の統一美化運動にも

積極的に参加しました。  

西日本カスタマーサポート本部 

「朝イチ通勤路クリーン作戦」（262名） 

早朝やお昼休みに、

少人数グループの当

番制にて通勤路の清

掃活動を週1回以上

実施しました。半期で

延べ262人が参加し、

総活動時間は136時

間となりました。 

リペア本部 

「相鉄線相模大塚駅～会社間の通勤路清掃」（288名） 

毎回約40人の参加者により、毎月欠かさずに清掃活動を実施

しています。2004年4月に地域自治会長より感謝状をいただ

きました。今後も「住み良いきれいな街づくり」のためにこの

輪大きく拡げてまいります。 

南波清さん（効率化システム推進部） 

南波さんは、

市川市の葵剣

友会の指導部

で、剣道を通

じて青少年の

健全な育成の

ための指導を

しています。 

中国支社 

「お願いポスターで古着を収集、提供」（ 26名） 

お願いポスターを作成し、各

家庭から不用となった衣料（紳

士・婦人・子ども服）約200kg

を収集し、ボランティア団体を

通じて難民救済支援活動に役

立てることができました。 

また、収集した古着約40kgを

社会福祉会に提供し、ウエス（工

場等で油ふきに使用する布）

作りの材料として活用してい

ただきました。 

平山泰三さん（四国支社） 

平山さんは、ほぼ毎週地域の

スポーツ振興に取組み、少年

野球のコーチをしています。

また自治会活動にも参加し、

地域の環境整備活動にも取

組んでいます。 

岩崎一喜さん（北関東支社） 

岩崎さんは、埼玉県志木市の“通常の職員による

市役所”ではなく“市民で構成する第二の市役所”

をつくるための「志木市民委員会」に所属しています。 

情報システム化による市民サービスの向上を目的

とする「IT部会」の活動で、情報システムに対する効

果的な市民教育やホストコンピュータのリブレー

スによる市民サービスの向上に関する提言等を行っ

ています。 志木市民委員会IT部会（後列右から二人目） 

大坪幸三さん（中部支社） 

大坪さんは、可児市立文化創

造センターのボランティアスタッ

フとして1年半、常にお客さま

に楽しいひとときをと思いな

がら活動しています。お客さま

の案内の他に役員・スタッフの

定例会等にも出席しています。

また、広報誌の発行やホームペー

ジによる広報も担当しています。 ボランティアスタッフ（後列一番右） 

特 別 賞  

中河原技術センターブロック 

「シニアパソコン教室の開催と 
母子生活支援パソコン教室を実施」 
（189名） 

府中市在住の65歳以上の初心者の方を対象

にパソコン教室を開催し、35名が受講されまし

た。また寮へ出向き、お母さん方へのパソコン

教室も実施、修得された受講者の就職への手

助けをいたしました。活動は好評のうち、終了

しました。 

東京支社・新橋支店 

「SVAリサイクルブックエイド活動に参加」 
 （121名） 
 資源の有効活用を目的に古本、中古CD等の
回収を行い、売却金額を社団法人シャンティ国

際ボランティア会

（SVA）へ寄付しま

した。（約100点）   

松崎和佳子さん（関西第二支社） 

松崎さんは少年野球チー

ムの会計として部費・旅

行積立金の徴収や大会

参加費、球場使用料等の

支払い、備品の購入等を

しています。また試合で

は、試合場までの子供た

ちの送迎や審判団への

お茶出し、スコアボード

の記入、子供たちの世話、

チームに関する会合（医

学教室等）に参加する

などの支援をしています。 

応援している 
少年野球チーム 

戸所三男さん（東京支社） 

戸所さんは30年にわたって地元の諏訪神社祭礼で錦六会

（町内会）の神輿に参加しています。また、祭礼に伴う屋台

活動に協力し、その収益の一部を老人ホームへ寄付する

など、地域に密着した暖かい活動を続けています。 

降矢　一さん（東京支社） 
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季刊誌『ふぃーるでぃんぐ』の電子化 社外からのご意見・ご要望への対応 

当社へのお客さまからのご意見・ご要望は全国のサービス拠点

を通じて賜り、ご用件に応じて地区・主管部門へエスカレーショ

ンされます。全社共通の環境問題が想定されると判断した件に

つきましては、受付地区の環境経営責任者・環境推進部・主管部

門を中心に対応、回答をさせていただきました。２００３年度は、

総受付件数３９件中に環境関連への苦情はありませんでした。　

なお、一部化学物質調査でご回答日を調整させていただきまし

たご用件につきましては、今後改善してまいります。 

『ふぃーるでぃんぐ』はお客さまと当社を結ぶ年4回発行のコミュ

ニケーションマガジンです。毎回さまざまな分野のゲストをお招

きしての「ふぃーるでぃんぐ・インタビュー」や、当社のサービス

への取組みを紹介する「コンピュータ・ア・ラ・カルト」、そして各

界の著名人による充実した連載など、情報満載です。冊子もご

用意しておりますが、年間約2トンーCO2の削減を目指し、当社

ホームページからご覧いただけるようにいたしました。 

『一秒の世界』環境教材の提供 

「環境教育応援プロジェクト」を立ち上げていますダイヤモンド

社の90周年記念事業の協賛企業として参画し、地球環境の変

化“世界のいま”を理解する書籍『一秒の世界』を、全国４０，０００

校の小・中・高等学校に配布しました。 

２１世紀を担う子供たちへ「地球環境について考える機会を提

供する」という環境教育応援プロジェクトとして継続して協力し

てまいります。 

「環境報告書」を基軸に環境コミュニケーション活動を推進 

日経ビジネスパソコン社の「環境報告書ディレクトリ２００３」を通

じ「環境報告書２００３」冊子版を提供、ニーズの把握と環境コミュ

ニケーションの向上に努めました。 

記念すべき１０回目となる環境啓発活動向上への標語のテーマを、

「はじめています。地球にやさしい新生活！」～私たちのエコスタ

イル（より良い明日への環境作り）～として活動に取組みました。 

環境標語のＷｅｂによる応募も今年で３年目となり、すっかり定着

しました。今回は従業員全員参加（応募）の目標をもって取組ん

だ結果、応募総件数は１０，８９８件と前年比１１％減でしたが、応募

者数は４７％増の８，７７１人と大幅に増加しました。また環境ポスター

には１６４件の応募がありました。夏休みを利用しての従業員ご

家族の力作７３件に加え、各地区の応募件数を環境賞受賞のポイ

ントとなる環境活動評価の要素に加えたことも、応募件数の増

加の一因となりました。 

通算10回目の節目の環境向上強化月間を迎えて 

環境コミュニケーション 

社会性パフォーマンス 

■ 環境向上強化月間　環境ポスター 

■ ダイヤモンド社関係６誌に環境報告書の広告出稿（2003年8月～9月） 

■ 冊子版 

■ 標語･ポスターの応募推移 

■ 参考：年度別 受付対応件数の推移 

0

10

20

30

40

50
（件） 

その他 

アンケート調査 

標語（6月） 

ポスター（8月） 

※1 有害化学物質の管理・使用に関する調査が増加傾向（１１件）。 

※2 日本経済新聞社第７回「企業の環境経営度」調査の回答（９月）および 
 モーニングスター社２００３年度「企業の社会性に関する調査」（３月）含む。 

1998 1999 2000 2001 2002 2003 （年度） 

2
6

8
6

7
7
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44

17

9

※2
27

※1

12

入選した標語とポスターを用い、 
「環境ポスター」を制作しました。 
ポスターは一年間活動拠点に掲示し、 
環境への取組みを推進しています。 

※ 

※ 1999年度のポスター応募は、ISO認証取得時の「電波新聞」掲載版を利用するため、実施していない。 

（件） 

（年度） 
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3,611
4,462

7,175

2002 2003

12,206

164

10,898
 各部門の応募状況を 
Webで提供 

（前年比70%増） 推進者がわかる 
webでの 

各部門の目標と 
応募状況 

  Web応募により、 
  標語7,175件 
（前年比62%増） 

環境経営活動推進への応援、環境報告書に対する 
忌憚のないご意見・ご要望を今後の活動の改善に 
活かせるよう努めてまいります。 

420名の皆さまに提供 
（2003年12月） 

皆さまからのご請求やアンケート 

紹介Web    http://www.fielding.co.jp/cr/magazin.htm

■ 環境コミュニケーション 

情報提供 

43%
アンケート 

31%

環境報告書関係 

5%

その他 

21%

39件 

■ 一秒の世界 Global Change in One Second　世界の変化がわかる、驚きの１秒！ 
環境問題から人体の驚異、宇宙の神秘まで、いまこの瞬間の刻々なる“一秒の変化”６０項目を一挙に集録。 
ページをめくるたびに、世界の変化が見えてくる。 
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身近なサステナビリティレポートを目指して 

NECフィールディング株式会社 

〒108－0073　東京都港区三田一丁目4番28号　三田国際ビル 

TEL：03－3457－7101　　http://www.fielding.co.jp

発行責任者 

執行役員　佐藤 勝治 

 

編集責任者 

環境推進部長　木森 敏春 

 

発行日 

2004年6月（次回発行：2005年6月予定） 

 

お問い合わせ先 

環境推進部 

TEL：03－3769－5645 

FAX：03－3457－7146 

E-MAIL：eco@star.fielding.nec.co.jp 

 

環境経営報告書ホームページ 

本誌の情報は全てインターネットでご覧になれます。 

http://www.fielding.co.jp/cr/eco/repo.htm

編集を終えて 「環境経営報告書を読む会」 

編集メンバー 

第三者レビュー 

NECフィールディングの環境経営 http://www.fielding.co.jp/cr/eco/index.htm 
ＮＥＣの環境活動 http://www.nec.co.jp/eco/ja/ 
ＮＥＣ環境・材料研究所 http://www.labs.nec.co.jp/rel/

紹介Web

エコひよこ 

2004年6月3日、全国青年環境連盟エコ・リーグ関東事務局の

ご協力のもと「環境経営報告書を読む会」を行いました。「環境

報告書2003」および制作中の「環境経営報告書2004」に対し、

多くの貴重なご意見をいただくことができました。はじめての

試みでしたが、皆さまの環境に対する熱い思いと、企業への

強い期待に後押しされ、大変有意義な会となりました。 

◎「今号で〈社会性パフォーマンス〉としてひとつの章を立てたが、ボランティア

活動を報告書に載せるメリットが少ないのでは」 

◎「報告書は誰に見てもらいたいのか」 

◎「最近ＣＳＲが叫ばれている中で外国人投資家に十分な情報であるのか」 

◎「環境教育をはじめ教育状況が細かく載っているのは興味深い」 

◎「写真が多く見やすく事業活動が身近に感じる」 

◎「環境データ・グラフなどの内容も良いが、どこかと比べて見ないと、環境にどれ

だけ良くなったか悪くなったか判らない。特に、社会貢献度を考えた場合どれだ

け取組めば良いのか比較するポイントがない」 

◎「報告書の冊子とｗｅｂの使い分けは、また、経年データはどちらを見れば良いのか」 

◎「環境向上月間での標語・ポスターの募集以外の取組みは」 

◎「報告書を読むこと自体が教育の面があり、出来ればグラフが見たくなるメッセー

ジがあれば理解しやすい」 

◎「現行の全国版の報告書に加え、地域の各支店などの環境や業務の改善度合いや

努力が一目でわかるお天気マップのような見やすさと地域性を出してはどうか」 

◎「見るのと読むのとのメリット・メリハリが必要」 

◎「目標の達成度でなぜ○となったのか評価についてコメントを」 

●「ホームページを見る方達は意欲のある人でグラフや数値でも良いが、冊子の

報告書を地域の皆さまに見てもらうには出来るだけ全体図や社会貢献活動な

どの実体験を増やしたほうが判りやすく見てもらえる」 

◎「事業活動における環境関連法規と目的・目標とのつながりと、法規の差込ペー

ジ先に違和感がある」 

◎「社会貢献活動表彰の拠点賞と個人賞で何が評価されたのかコメントが欲しい」 

◎「社会貢献活動をお客さま向けの季刊誌と関連性を持たせ有効活用すると良い」 

●「アンケートやレビュー結果からの改善箇所が判るよう双方向の報告書が良い」 

◎「非製造業でありオフィスでの紙ゴミ電気以外で付加価値をつけビジネスとエ

コをバランス取りながらの取組みを期待する」 

◎「社会と環境のページ量のバランスも考慮する必要がある」 

◎「環境にも社会貢献にもつながる植林活動を積極的に進めて欲しい」 

◎「今号は社会貢献などで従業員の顔がみえる内容が増え親しみやすい」 

◎「エコひよこが印象的で適宜評価などで活用しては」 

 

以上の貴重なご意見を賜りました。 

なお、●印のご意見につきましては本報告書に反映いたしました。 

読む会でのご意見 

参加いただいた皆さまと編集メンバー 

持立 真奈美様（（株）FEM代表取締役） 

種田 真麻里様（上智大学法学部） 

西田 宏美様（上智大学法学部） 

福島 暁光様（上智大学法学部） 

梶原 康佑様（慶應義塾大学環境サークルＥ.Ｃ.Ｏ.） 

仲摩 智史様（慶應義塾大学環境サークルＥ.Ｃ.Ｏ.） 

今井 寛様（慶應義塾大学環境サークルＥ.Ｃ.Ｏ.） 

水谷 伸吉様（（株）ビーボコーポレーション） 

穴見 淳也様（（株）ビーボコーポレーション） 

ご参加いただいた皆さま 

「環境報告書2003」から「環境経営報告書2004」への改善点を

比較検討できたことで、より多くの活発なご意見をいただくことが

できました。今後も「読む会」を継続的に実施し、アンケート等と

あわせて、皆さまからのご意見を反映することで、双方向コミュニケー

ションを図れる身近なサステナビリティレポートを目指してまいります。 

「読む会」を終えて 

環境経営報告書のマスコットとしてわが子のように親しんできた「エコひよこ」と

共に成長する思いで環境報告書の発行に携わり、早くも4年目を迎えました。 

環境における中期計画の最終年度の活動報告となる今号の発行は、編集チームと

してひとつの区切りとなりました。今後も社内レビューはもとより、皆さまからのご

意見をいただきながら、どなたにもわかりやすい報告書作りを目指してまいります。 

2004年度は当社にとって新たな環境

目的・目標をスタートさせる年度です。

次号からは誌面を一新し、ＣＳＲ報告の

スタンスから身近なサステナビリティ

レポートとして内容を充実させてまいり

ます。今後もご愛読のほどお願い申し

上げます。 

2004年6月　編集チームリーダー 

向井　新太郎 
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社 名  
 
 
本 社 所 在 地  
 
 
創 立  
 
 
 
 
 
 
代表取締役社長  
 
 
資 本 金  
 
 
事 業 内 容  
 
 
 
 
 
 
売 上 高  
 
従 業 員  

ＮＥＣフィールディング株式会社 
 
 
東京都港区三田一丁目4番28号（三田国際ビル） 
 
 
1957年（昭和32年）3月   創立 
 
1973年（昭和48年）1月 「日本電気フィールドサービス株式会社」に改称 
 
2000年（平成12年）4月   現社名に改称 
 
 
富田 克一 
 
 
96億70百万円［2004年（平成16年）3月末現在］ 
 
 
パソコンからスーパーコンピュータに至る各種コンピュータ、ネットワーク機器に 
 
ついて、企画・設計から導入・構築・運用・保守に至るすべてのフェーズで各種 
 
サポートサービスを提供 
 
 
2,489億円　［2004年（平成16年）3月末現在、単体ベース］ 
 
6,789名　　［2004年（平成16年）3月末現在、単体ベース］ 

私たちはフィールディング活動をとおしてお客さまの活躍と発展にお応えし 
安心と歓びをともにする豊かな社会の実現に貢献します 

沖縄（関西第一支社） 
国内 423拠点 

海外 12カ国、18拠点 

2004年（平成16年）3月末現在 

■ 確かな技術で安心のサービスネットワーク 

1957年（昭和 32年）
1970年（昭和 45年）
1972年（昭和 47年）
1973年（昭和 48年）

1975年（昭和 50年）
1991 年（平成   3年）
1995年（平成   7年）
1997年（平成   9年）
1999年（平成 11年）

2000年（平成 12年）

2002年（平成 14年）

日電不動産株式会社の社名で創立（資本金50万円） 
電子計算機の保守業務を100%受託 
オペレーション業務を開始 
「日本電気フィールドサービス株式会社」に改称（資本金2億円に増資） 
施設関係業務および用品販売業務開始 
ソフトウェアメンテナンス業務を開始 
売上高1千億円突破（資本金を10億円に増資） 
ISO9002認証取得（メンテナンス事業） 
ISO9002認証取得（アウトソーシングサービス事業）  
ISO9001認証取得（ネットワーク設計・構築事業） 
ISO14001認証取得（全拠点） 
「NECフィールディング株式会社」に改称し、事業拡大 
売上高2千億円突破（資本金を11億円に増資） 
ISO9001：2000年版認証取得（サポートサービス全域但しサプライサービスを除く） 
東京証券取引所市場第一部 上場（銘柄コード 2322） 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2000

2,116

1999

1,709

1998

1,667

1997

1,635

1996

1,557

1995

1,415

1994

1,317

1992

1,262

1990

1,126

1988

899

1986

660

2001

2,272
2,387

2,489

221

2,504

3,533

3,953
4,257

4,696
4,932

4,945

4,973

5,011

6,859
6,820

6,789

5,059
5,097

6,968

1980

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
(人） 

(億円） 

2002 2003（年度） 

私たちはつねにお客さまのそばでお客さまの活躍と発展にお応

えするため日々活動しています。ビジネスからパーソナルまで

のあらゆるお客さまがコンピュータという資産を活かすため私

たちは高い専門性と知識を持ったソリューションクルーとして「安

心と信頼のバリュー」を提供してまいります。 

■ フィールデイング活動とは 
情報関連領域において、お客さまの活躍現場でお客さまの快適運用と
最適活用を実現すると共に、お客さまのニーズを先取りして様々なサー
ビスサポートを創出し提供する活動を言います。 

■ プロアクティブ※・メンテナンス事業 
監視・予知技術を駆使して、ＩＴシステムの障害を未然に防止し、障害
が発生した場合は速やかに復旧するサービスを提供。 
※ 当社では、「能動的な」という本来の意味を発展させ「トラブルを未然に防ぐ」ことと 
　 定義しています。 

■ フィールディング・ソリューション事業 
ＩＴシステムの快適運用・最適活用の実現に向けて、お客さまのさまざ
まなニーズを解決するサポートを提供。 
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(億円） 

(％） 

（年度） 

売上高（上場後） 

従業員数 

売上高（上場前） 

経常利益（上場後） 

経常利益率 

経常利益（上場前） 売上高・従業員推移 経常利益・経常利益率 

100

企業理念 売上高・経常利益・従業員推移 

事業領域 

会社プロフィール 

事業の沿革 

北海道支社 

東北支社 

東京支社 

中部支社 

東関東支社 

北関東支社 

西関東支社 

関西第ニ支社 
関西第一支社 
中国支社 

四国支社 九州支社 

設計・開発・製造 アフターサポートサービス 

アプリケーション 

ミドルウェア 

オペレーティング 
システム 

ハードウェア 

ネットワーク 

企画・設計 開発・製造 導入 運用保守 

NEC 

システム・インテグレータ 

ハードウェアベンダー 

ソフトウェアベンダー 

ＩＴシステムの 
ライフサイクル 

フィールディング・ソリューション 

プロアクティブ・メンテナンス 

成長 

誕生 予防 

治療 予後・介護 

アップグレード 運用・活用 

導入・構築 監視・セキュリティ 

定期点検・部品交換 

資産管理 復旧・修理 

単体ベース 単体ベース 



2004年6月 
NECフィールディング株式会社 

環境経営総括責任者 
執行役員 

環境担当役員メッセージ 
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※ レーダースコアは、 
 6項目の評価別偏差値を 
 それぞれ100点満点に換算 
 

運営体制 

環境教育 

ビジョン 

製品・温暖化・ 
物流対策 

資源循環 

汚染リスク 

0

50

100

43

46

4544

4643

86

66

89

98

100

93

NECフィールディング 

通信・サービスの平均 

２００３年１２月１１日、日本経済新聞・日経産業新聞発表による「第7回環境経営度調査」非製造業及び通

信・サービスのランキングが発表され、初参加となった当社が第１位に躍進しました。この受賞は特に、

全社・支社・支店（営業所含む）を３階層に細分化した環境マネジメントシステム（Ｔ・ＰＤＣＡシステム）

の構築・運用する仕組みと、体制を基盤とした次の取組みが高評価につながりました。 

すべての拠点・全従業員による、環境保全から環境ボランティアまで、同一水準での取組み。  

いつでもどこでも受講出来るＷｅｂ教育の仕組みを構築、取引先を含む全従業員への環境教育 

（一般向け、特定教育、管理者教育）の展開と実績。  

事業そのものを環境へ配慮した環境ビジネスと位置付け、 

ＩＴ機器の保守業務で発生した交換部品を再生するリペア事業の推進。  

この成果をこれまでの環境向上活動の賜物と受け止め、今後も社会に貢献する環境経営度を高め、

ランキング上位を継続してまいります。 

1

2

3

「環境経営度ランキング（非製造部門）」１位に躍進 

リペア本部は、機器や部品の再生を行うリペア業務を主に、 

ＣＤ・ＤＶＤの生産を含むメディアサービス業務を 

あわせて行っています。（従業員数：約500名） 

これらの業務により発生する、 

廃棄物の発生抑制や再資源化推進、 

省エネルギー活動等が急務となっています。 

このような背景の中で、リペア業務は故障した機器や 

部品の点検・整備・再生をしており、 

事業そのものが「循環型社会の実現」に 

大きく貢献しているものと自負しています。　　　　　　　　　　　　　　　　 

今後はさらに点検、整備、再生技術を向上させ、 

廃棄物の抑制に寄与していきます。 

今回はその活動の一部をご紹介します。 

 

循環型社会への貢献 
----------- リペア事業の取組み ----------- 

「環境経営度ランキング（非製造部門）」1位を糧に 

環境ISO14001認証取得後約5年が経ち、

その間循環型社会実現への広域再生リサイクル

事業（情報通信機器等）をはじめとした、当社に

おける環境保全活動を、1998年から環境方針

に沿い取組んできました。その結果「省資源・

省エネルギー」および「グリーン購入（OA機器・

文房具）」の全ての中期目標は計画通り達成

する事ができました。 

また、2003年12月には「環境経営度ランキング

（非製造部門）Ｎo.１」の外部評価を得て、「エコ・

ＩＴソリューションビジネスの提供」を発表し、環

境経営の加速への足掛かりを作りました。 

今後、さらに環境における企業の社会的責任の

確実なる遂行とともに、お客さまの環境負荷低減

に貢献する「環境配慮型の製品とサービス」

の提供を加速する事が求められています。 

それには、環境面の付加価値を備えたビジネスの

創出を進める必要があり、全部門・全従業員に

対する「環境経営意識の浸透と具体的取組み」が

課題であります。今後、「環境経営度ランキング

（非製造部門）Ｎo.１」に甘んじることなく、環境

教育の質的向上と環境により良い製品・サービス・

活動の創出、影響評価、効果検証の仕組み作りが

重要と認識し推進してまいります。 

さらに、全社ＣＳＲ活動推進の観点から、2002

年度より全社で取組んでいます環境ボランティア

をベースとした「社会貢献活動の推進」につい

ても、全国規模での地域活動が定着し、本報告書

に社会性パフォーマンスとして、取組みの一端

ですがご紹介させていただきました。 

今後も全社プログラムを拡充し、広く社会で「頼り

になるNECフィールデイング」として取組んで

まいります。 
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特集 



循環型社会への貢献 ---------  リペア事業の取組み ---------

部品再生のためのリペアシステム 

化学物質管理と使用量の削減 使用済み情報関連機器の回収（広域3Ｒ活動の推進） ゼロエミッションに向けて（廃棄物管理） 

特集 
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廃棄物の増加は、最終処分場の逼迫やダイオキシン

の発生等地球環境に大きな影響を与えます。当社

では、ＩＴ・ＮＷ機器・システムのアフターサポートサー

ビス時に交換した部品・機器や、広域再生利用指定

産業廃棄物（広域3Ｒ）として回収した使用済み機

器から取り出した部品を回収し、点検・整備・テスト

を行い、保守用部品として再生するリペアシステム

を構築して循環型社会実現に貢献しています。 

 

リペア本部メディア部光メディアセンターは、CD・DVDを製

造しており、特定化学物質として管理するPRTR法対象物質

を含む数多くの化学物質を使用しています。2003年10月

以降、それまで大量に使用していた当該法の対象物質を大

幅削減しました。 

当社では、3Ｒ（スリーアール）活動※1の推進のために、

情報・通信機器などの「移設・撤去サービス」を実施し

ています。お客さまのフロア変更等による移設や機器

の新規購入で不要となった概設置機器の撤去を行うも

のです。撤去サービスにおいては撤去のみではなく、

使用済み製品の回収からリサイクルまで、ＮＥＣグルー

プとして広域再生利用指定産業廃棄物処理業者※2の

認可により、一括して行っています。 

 

※1 3Ｒ活動とは 
Reduce：省資源化（設計段階から産業廃棄物を抑制する） 
Reuse：再使用（部品などの再使用） 
Recycle：再資源化（資源材料として再利用） 

※2 広域再生利用指定産業廃棄物処理業者とは 
廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第９条3号および第10条の3第3号
に基づく、厚生大臣の指定を受け、法人やユーザーやリース・レンタル会社から排
出される使用済み情報通信機器の再生利用を行うことで、廃棄物の減量化および
再資源化を促進し、資源の有効活用及び環境保全の促進を図る。（当社は受付会社
として、ＮＥC環境推進部と業務委託契約書を締結し、代行業務を実施） 

※ ＰＲＴＲ法の目的：「特定化学物質の環境への排出量の把握及び管理の改善の促進に関する
法律（ＰＲＴＲ法）」は環境への排出量の把握に関する措置を講ずることにより、事業者の化学物
質の自主的な管理改善を促進し、環境保全上の支障を未然に防止することを目的としている。 

リペア本部大和テクニカルセンターは、保守用装置および保守用部品を修理しています。修理不能装置や交換済み不具合部品等、

使用不可となった個々の廃棄物が大量に発生しますが、すべてゼロエミッション（埋立てや焼却などを行わず全量再資源化等に

より有効利用すること）を達成しています。 

ゼロエミッションは正しく分別することから始まります。大和テクニカルセンターにおける正しい分別やその管理方法の一端と、

その廃棄物を処理委託している業者におけるリサイクル状況をご紹介します。 

回収した部品は静電気対策や振動対
策された専用箱で、リペア部門（リペ
ア本部）へ送付します。 

リペア部門では点検伝票の情報を基に再点検（外観確認、VER確認、性能
確認、最終テスト等）を行います。 

不具合が見つかった場合は、その不具合に起
因する部品だけを交換し再度使用できるよう
に整備を行います（ＨＤＤを除く） 

使い方や誤操作などに起因する不
具合は、リペア拠点から保守拠点へ
フィードバックします。 

不具合情報を集計し、品質情報として
メーカーへフィードバックし品質改善
会議の資料とします。 

すべての点検・整備を完了した部品は、
ロジスティクス部門（あるパーツ川崎）
へ送付されます。 

ロジスティクス部門は、保守拠点から
の要請に即応するために在庫します。 

修理不能装置や交換済みの不具合部
品等は可能な限り、同一単体部品別や
資源分類別に分解します。 

自動販売機から購入したものは設置
業者の容器に収納し、業者回収を義務
付けしています。 

いつでもどこでも誰にでも正確に分
別できるように、廃棄物分別表を掲示
しています。 

各職場で排出された廃棄物は分別表
に基づき、それぞれ決められた容器に
一時収納します。 

資源素材別に分類したものは、開閉式
の金属容器に収納します。（容器上部
に写真や注意書きを貼付） 

小型二次電池は種類ごとの専用容器
に収納し、電池メーカーに回収を依頼
します。 

同一単体部品別に分解したものは専
用のプラスチック収納箱に入れ、指定
保管場所へ収納します。 

各職場の一時収納容器から定期的に
屋外の指定保管場所へ収納します。 

点検の結果廃棄処理とした要因は、破損・焼損・衝撃、腐食、メーカー保証期限切れ※

等で約80％以上を占めています。これらの中にはお客さまの使用環境（落下、水

こぼし等）に起因するものが大半を占めています。 
※ ＨＤＤについては超精密部品につき点検のみ実施し、保証期間中での修理は製造メーカーが実施。 

■ 2003年度に回収した主な部品ごとの 

　 受付数・再使用数・不具合数（廃棄処理） 
（件） 

185,333

受付数 

176,690

再使用数 

9,143

不具合数 （分類） 
0

50,000

100,000

150,000

200,000

■ ＰＫＧ（プリント基板） 

（件） 

206
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960

2002

1,518

2003 （年度） 
0

400

800

1,200

1,600

（件） 

159,924

受付数 

143,988

再使用数 

15,936

不具合数 （分類） 
0

50,000

100,000

150,000

200,000

■ HDD（ハードディスクドライブ） 
（件） 

55,130

受付数 

46,835

再使用数 

8,295

不具合数 （分類） 
0

20,000

40,000

60,000

■ LCD（液晶表示） 

■ 剥離液-105の全廃 

剥離液－105は、9種類のＰＲＴＲ法適用物質の中で全体の

96％を占めており、自主的な管理改善活動としてこの削減

に着目、検討、模索し、2003年9月当該物質を使用しない最

新の機器を購入し稼動を開始しました。これにより年間使用

量の約19トン（2003年度使用予測値）の特定化学物質を

全廃しました。 

旧型設備では、ＣＤの金属
原板を作成する時に付着す
る感光材の除去に、剥離液ー
105を使用していました。 

 
剥離液をまったく使用しない新規設
備を導入し、剥離液ー105を全廃し
ました。 

■ 移設・撤去サービス件数 

 

はくり  



環境経営への取組み（方針と体制） 

環境マネジメント 

環境方針 

環境マネジメント 
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お客さま・社会 
持続可能な社会 

持続可能な経営 

■ 環境経営活動 

「環境方針」改定の主旨 

NECフィールディングの環境経営 

環境経営体制のしくみ 

2004年4月1日 

代表取締役社長　富田 克一 

基本方針：全領域で全従業員が環境経営意識を持ち活動する。 
ＮＥＣフィールディングは企業活動の全域で環境にやさしい社会の実現に貢献します。 

環境理念  

行動指針  

継続的改善への活動チェック 

（環境経営活動成果を規定で評価し、業績評価に反映の上、 

顕著な成果は全国サービス大会で表彰） 

環境経営方針、環境方針 活動施策の審議 

取締役会 
（最高経営層） 

中央環境・安全衛生委員会 中央環境経営推進会議 

一段部環境経営推進会議 
（活動地区：支社・支店他） 

CSR※委員会 
（2003.5設立） 

環 境 

社 会 

市 場 

雇 用 

ＣＳＲ委員会を頂点とし、「ガバナンス・環境活動・社会貢献」等、各委員会で目標を掲げ推進 

■ 環境負荷低減 ■ グリーン購入の促進 ■ 環境配慮型製品・サービスの開発 

■ 資源効率の向上 ■ 環境関連法対応 

自らの環境管理活動 

■ 環境コミュニケーション 
■ 環境ボランティア ■ 経営品質の向上 

■ エコ・ITソリューションの提供 
■ 環境配慮型製品 

※ CSR：Corporate Social Responsibility（企業の社会的責任） 

2003年度までは、複数の一段部が同一地区内で活動するケー

スがありました。しかし本来業務において環境経営に重点的な

取組みを推進するために、体制を組織機能別に再編成しました。

2004年度からは各部門による環境経営活動推進へ向けた新

たな環境方針のもとで、会議運営をはじめとした内部コミュニケー

ション体制を見直し、ＣＳＲ活動の向上を果たしていきます。特に、

従来からのマイナス面での環境側面からの活動に加え、プラス

面での環境影響評価方法を規定化し、社内ｗｅｂの環境情報シス

テムで特定、活動結果を評価・表彰する仕組みが実現できたこと

は、今後の環境経営推進への原動力となるものと期待しています。 

1999年より取組んだ社内における「省資源・省エネルギー活動」

をはじめとした、環境負荷低減の環境中期目標は達成いたしま

した。2004年度からはじまる環境中期目標は、地球環境問題

への取組みとして「さらなる環境負荷低減活動」を継続し、プロ

アクティブな活動による「環境経営」を柱とした行動指針へ改定

いたしました。 

環境方針ポスター フィールディング手帳 

1. コンピュータシステム・通信システム・ネットワークシステムの各種サポートサービスの提供と、各種商品の販売において、
地球温暖化防止活動、及び廃棄物の削減、再利用、再資源化の推進により、持続可能な循環型社会の実現に貢献します。 

2. お客さまの環境負荷低減に寄与する「環境に配慮した製品・サービスの提供」につとめ、あわせて社内で使用する事務用
設備のグリーン購入を推進します。 

3. 国・地方自治体などの環境規制、及びお客さまとの約束事項を遵守することはもとより、自主管理基準を設定し、継続的に
汚染の予防につとめます。 

4.「環境経営活動プログラム」を明らかにし、全部門・全従業員がそれぞれの役割に応じ、創意をもって環境経営を推進します。 

5. 内部環境監査で活動状況を確認し、改善と是正及び未然防止を行い、環境マネジメントシステムの維持向上につとめます。 

6. 従業員への環境教育を計画的に実施し、環境意識の向上につとめるとともに、従業員一人ひとりが良き企業市民として行
動します。 

7. 環境方針をはじめとした、事業活動における環境への取り組みを積極的に公開し、広く社会に貢献します。 
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■ 環境方針の周知ツール 



システム運用体制と組織 

環境マネジメント 

環境会計 

環境マネジメント 
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本部・部 
（コーポレートスタフ、技術支援グループ、  
 ビジネス推進グループ、機材支援グループ） 

営業所 営業所 営業所 

支店 支店 支店 

営業所 営業所 営業所 

支店 支店 

営業所 

支店 

営業所 営業所 営業所 

支店 支店 支店 

支社 

事業ライングループ 

支社 支社 

環境経営最高責任者からの年度環境経営活動方針をもとに、環

境経営総括責任者は環境マネジメントシステム責任者発行の環

境目的・目標のガイドラインを添え、一段部※環境経営責任者に

所管地区の年度計画策定と活動指示を出し、各地区では策定さ

れた年度計画に沿って活動が実施されます。その後、地区・一段

部・全社に活動の進捗報告がされます。あわせて、中央環境・安

全衛生委員会では中期計画、遵法状況、社内ルールの審議等、さ

らに各推進会議では水平展開・フォローアップ等の環境コミュニ

ケーション活動が実施されます。また、毎年、全地区の活動状況

に対し、環境経営最高責任者が任命した監査員により、内部環境

監査を実施し継続的改善につなげています。2004年度からは

新たな環境経営推進体制に再構築し（複数一段部の地区管理体

から組織機能を活かした一段部毎のＰＤＣＡ運用へ）、環境経営

意識の向上を図り、お客さまの環境負荷低減に寄与してまいります。 

※ 一段部とは：活動拠点（支店レベル）を統括する支社レベルの管理部門 
（2004年5月現在 38一段部436拠点） 

全国支店規模以上での3階層による 
T・PDCAシステムを構築し運用（①全社 ②支社／本部／部 ③支店） 

環境経営最高責任者　社長 

環境経営総括責任者 

本社（全社規定） 

環境マネジメントシステム責任者 

内部環境監査員 

一段部環境経営責任者（支社・本部・部） 

地区環境経営責任者（支店） 

中央環境・安全衛生委員会 

中央環境経営推進会議 

ワーキングチーム・プロジェクト会議 

一段部環境経営推進会議 

PLANACTION

DOCHECK

TARGET

PLANACTION

DOCHECK

DOCHECK

TARGET

PLANACTION TARGET

一段部環境経営推進者 

地区環境経営推進者 

ISO14001認証取得サイト 
2003年5月 108地区316拠点 
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0
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14,000

192
154

2002年度 

2003年度 12,273

91

11,165

97

（百万円） 

（分類） 事業エリア内コスト 上・下流コスト 管理活動コスト 

114
1

研究・開発コスト 社会活動コスト 

※ 修理することにより繰り返し再利用が可能な保守部品の修理コスト。修理せずに新品を購入した場合との差額は2002年度27,171（百万円）、2003年度は26,657（百万円） 　 

192

12,272

79

6

1

2

3

_

_

12,555

154

11,165

83

5

1

20

4

114

1

11,547

分　類 細　目 
費 用（単位：百万円） 

2003年度 2002年度 

事業エリア内コスト 資源循環コスト 廃棄物・リサイクル処理委託費（生ゴミ処理機：3百万含む） 

保守部品の回収・3R（部品保守費） 

環境活動に関わる人件費（労務費、人件副費） 

ISO維持・環境監査（旅費交通費、審査・登録料等） 

人材育成（監査員、審査員育成） 

環境情報管理システム開発、運用 

その他運用費用（再商品化委託料、環境関連年会費等） 

ＩＴ化による省資源・省エネルギー関連 

寄付金（政治献金を除く） 

上・下流コスト 

管理活動コスト 

研究・開発コスト 

社会活動コスト 

※ 

※ ＣＯ2削減量は、「エコアクション21（環境活動評価プログラム）2004年版」より算出。 
※ 2002年度に活動拠点・地区拡大により、基準年度（1998）実績を見直しました。 
※ 電力消費量の削減の単位を万KWhからMWhに変更しました。 

4,280

1,908

329

1,618

4,961

882

7,461

　 

　 

32,090

1,992

551

27,810

84

222

環境保全項目 基準年度（1998）実績 2003年度実績 
効 果（削減量） 

CO2（トン-CO2） 物　量 

電力消費量の削減(MWh) 

産業廃棄物の削減(トン) 

一般廃棄物の削減(トン)

計 

計 

（２００２年度：３，４６４） 

■ 環境保全コスト 

■ 環境保全効果 
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■ 循環型社会形成推進基本法（2000年6月施行） 

資源有効利用促進法 

パソコン及び家電製品などの製品について、使用済み部品

を新製品に組み込んで再使用することや、余分な部品を使

わない省資源化設計の採用をメーカーに義務づける環境

配慮設計の促進、回収リサイクルを推進する法律です。 

（2001年4月施行） 

改  正 廃棄物処理法 

廃棄物の排出企業が処理業務を委託し不適正処理や不法

投棄が起きた場合、排出企業にも罰則や現状回復義務を負

わせるものです。 

（2001年4月施行） 

改  正 

容器包装リサイクル法 

1997年4月から、ペットボトルやプラスチック容器の再商

品化が始まり、2000年4月からはその他紙製品類、その他

プラスチック類の容器包装を対象に、消費者、行政、メーカー

に再商品化を義務づける法律です。 

（2001年4月施行） 

改  正 

省エネルギー法 

エネルギーセキュリティの確保のため、エネルギー使用の

合理化を図り、国民経済の健全な発展を図ることを目的に

1979年に制定されたものです。その後、1993年にリオ

環境サミットを踏まえ、地球環境保全にも配慮して省エネ

ルギーをすすめていく観点から改正が行われましたが、

1997年に開催された地球温暖化防止京都会議での国際

的合意を踏まえ、省エネルギーの一層の推進を図ることと

なり、改正省エネ法案が1999年4月1日施行となりました。 

（2001年4月施行） 

改  正 

自動車NOx・PM法 

自動車の排気ガスに含まれるNOx※1やPM※2を削減する

ために改正されました。指定自動車を30台以上使用する

事業者は管理計画を作成し届出の義務があります。 

（2002年10月施行） 

改  正 

 
※1 NOx: 窒素酸化物 
※2 PM: 粒子状物質 

 
※ NECグループの「広域再生利用指定産業廃棄物処理者」指定取得に参加 
   （2000年5月） 

グリーン購入法 

国や地方公共団体による環境負荷の少ない製品の調達を

推進する法律です。 

国の「基本方針」に基づき、国の機関や地方公共団体など

は「調達方針」を作成・公表する努力義務があります。 

（2001年4月施行） 

新  法 

化学物質排出把握管理促進法 

1999年7月13日に「特定化学物質の環境への排出量の

把握等及び管理の改善の促進に関する法律」（化学物質排

出把握管理促進法：化管法）が制定されました。 
 
◆PRTR※1制度 
有害性のある化学物質の環境への排出量及び廃棄物に含まれての
移動量を登録して公表する制度です。 
（2001年4月施行） 

◆MSDS※2制度 

化学物質等安全データシート（MSDS）の交付を義務化した制度です。 
（2001年1月施行） 

◆フロン規制 
地球温暖化を加速する有害なフロンガス含有製品について廃棄時
のフロン回収を徹底する義務があります。 
 

（2000年3月施行） 

改  正 

 
※1 PRTR：Pollutant Release and Trransfer Register 
※2 MSDS：Material Safety Data Sheet

環境関連法規 

法遵守を規定化し、法令は環境推進部で、条例は各地区で情報

を入手し、適用を受ける内容は活動へつなげています。現時点

で関連する主な法規制は下記の通りで、イントラネットで各地区

より環境規制を把握・登録された遵法情報は、掲示し徹底を図る

とともに、これらの遵法状況は内部環境監査で定期的にチェック

を実施しています。 

第4回 定期審査実施 2003年5月 第6回 内部環境監査実施 2003年11月 

全国108地区のマルチサイトを抱える環境マネジメントシステ

ムをはじめとした、各地区・拠点の環境管理活動状況を2チーム

による審査体制で確認・検証した結果、「改善の指摘」はゼロで

したが、「改善の機会」の15件に対し、運用等の徹底と改善を図

り、是正処置・予防処置を実施し継続的改善につなげるよう努め

ています。 

環境マネジメントシステムは他社審査員により、本部・支社レベ

ルは他本部・支社の監査員によるクロス監査を継続し、今回より

全営業所を加え全国270ヶ所の監査を実施しました。なお、「不

適合事項」は、規定・運用の改善を図り、是正処置・予防処置を実

施しました。 

■ 審査・登録範囲 

登録拠点数：108地区316拠点（部、営業所、地区センター） 
登録範囲の従業員数：8,955名（前回の4％増） 

■ 審査結果 

1）改善指摘事項(カテゴリーA) 無し 【前年：無し】 
2）改善指摘事項(カテゴリーB) 無し 【前年：無し】 
3）改善の機会 15件 【前年：24件】 
4）ストロングポイント 2件 【前年：　4件】 

■ 監査結果 

不適合（カテゴリー1） 　0件 【前年：  0件】 
不適合（カテゴリー2） 27件 【前年：57件】（53％改善） 

■ 実施地区 

108地区＋環境推進部 
現地確認数（営業所） 
監査員数 

［ＥＭＳ］ 
161営業所 
社内205名＋社外4名 

計109ヶ所 
【前回86営業所】 
【前回220名】 

職場パトロール（化学物質保管庫の点検） 

職場インタビュー（環境方針から活動取組み等の確認） 

責任者へのインタビュー（環境情報システムで文書と記録の確認） 



フィールディング事業と環境とのつながり 

環境マネジメント 

16 17

N E C  F I E L D I N G  S U S T A I N A B L E  M A NA G E M E N T  R E P O R T  2 0 0 4

環境目的・目標 フィールディング事業と環境側面 

NECフィールディングが特定した環境側面 
●電力の使用　●紙の購入　●廃棄物　●グリーン購入 

お客さま 

製造メーカー 廃棄物処理業者（一部自治体） 

排気ガス 

事業ライングループ（サービス拠点） 

●部品・商品・資材の購入 

●電力の使用 

●紙の購入 

●OA機器の購入 

●文房具の購入 

●使用済み（トナー・カートリッジ・リボン） 

●廃電池 

●廃バッテリー 

●各種サポートサービス 

●サプライ品の提供 

●保守用部品 

部品回収・使用済み保守資材・ 

使用済みサプライ品の回収 

IN-PUT

OUT-PUT

OUT-PUT

資
材
・
部
品
配
備 

IN-PUT 廃棄物の排出 
●一般廃棄物 

●産業廃棄物 

排気ガス 

企画、設計、導入／構築、運用／保守、パーソナルサポート、販売 

コーポレートスタフ・技術支援グループ・ビジネス推進グループ 

製品／設備事前評価、保守／機材仕様設計、技術資料作成 

技術教育／訓練計画立案、グリーン購入リスト管理 …… 

機材支援グループ 

再資源化 

RECYCLE

機材倉庫 部品修理・整備拠点 

活　動 製　品 サービス 

コーポレートスタフ 

技術支援グループ 

ビジネス推進グループ 

事業ライングループ 

機材支援グループ 

事務所作業 

事務所作業、教育・訓練 販売商品 

車の使用 

事務所作業、機材管理 
リペア、媒体コピー 
 

媒体コピー商品 機材輸送、化学物質保管 

■ 事業活動（評価対象範囲） 

■ 環境側面 

事務所作業、施設製品設計 

事務所作業、機材管理 
商品販売、施設工事 

施設商品 

販売商品 
保守作業、車の使用 
化学物質保管 

※ ■色文字は特定した環境側面 
※ 回収フロンは2000年事業拡大にともない発生。 

コーポレートスタフ 

技術支援グループ 

ビジネス推進グループ 

事業ライングループ 

機材支援グループ 

電力の使用、紙購入、廃棄物、古紙発生 

電力の使用、紙の購入、ボイラー稼働、冷温水発生機稼働・廃棄物 
下水排出、危険物保管・払出、古紙回収、生ごみ 

電力の使用、局排の電力使用、紙の購入、梱包材購入、LPS購入、修理設備の電力、危険物購入 
その他の化学物質、廃棄物、ガラス屑発生、LPS使用、廃梱包材発生、屑半田発生 
送風機稼働、危険物保管庫・払出、古紙発生、IPA使用、フロン134a使用、エタノール使用 
プロパンガス使用、アセチレンガス使用 

電力の使用、紙の購入、ボイラー稼働、冷温水発生機稼働・廃棄物 
下水排出、危険物保管・払出、古紙回収 

電力の使用・ユーザー電力使用、紙の購入・梱包材購入、商品仕入、フラックス購入、危険物購入 
その他の化学物質、廃棄物、危険物保管・払出、廃梱包材発生、古紙回収、IPA使用 
MTクリーナー使用、イオライザー使用、フロン134a使用、プロパンガス使用、アセチレンガス使用 
ガソリン使用、屑半田発生、回収フロン※発生、アルコール類使用、回収蓄電池 

1. 電力使用量の削減 

2. 紙購入量の削減 

3. 産業廃棄物の削減 

4. 一般廃棄物の削減 

5. グリーン購入の推進 

環境目的 中期目標 

2003年度末に1998年度実績の5%削減 

2003年度末に1998年度実績の10%削減 

2003年度末に1998年度実績の50%削減 

2003年度末に1998年度実績の20%削減 

2003年度末にOA機器および文房具のグリーン購入率80%

省資源化 

REDUCE

再使用 

REUSE

再資源化 

RECYCLE



事業活動におけるCO2排出量 
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2003年度 環境目標達成状況 
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目的：電力使用量の削減 目的：一般廃棄物の削減 

目的：紙購入量の削減 

目的：産業廃棄物の削減 

目的：グリーン購入の推進 

2003年度目標 

電気使用量を1998年度実績値の95％以下 

実 績 

86%

評 価 

施
　
策 

2003年度目標 

一般廃棄物の排出量を1998年度実績値の80%以下 

実 績 

42%

評 価 

施
　
策 

2003年度目標 

コピー用紙の購入量を1998年度実績値の90％以下 

実 績 

64%

評 価 

施
　
策 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

2003年度目標 

産業廃棄物の排出量を1998年度実績値の50％以下 

実 績 

4%

評 価 

施
　
策 

2003年度目標 

OA機器のグリーン製品購入率を80%に推進 

実 績 

100%

評 価 

文房具のグリーン製品購入率を80%に推進 86%

施
　
策 

電子メール化促進による送付資料の削減。 

両面、縮小印刷促進による削減。 

規定類の電子ファイル化。 

環境関連文書、環境記録の電子ファイル化 。  

パソコン／プロジェクターの活用による会議配布資料の削減。 

① 

② 

環境ラベルＯＡ機器購入促進によるグリーン購入率向上。 

文房具購入時にグリーン製品購入促進による購入率向上。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

ＥＰ、ＰＣカートリッジを製造元での再使用化促進による廃棄量削減。 

金属くずの再資源化による廃棄量削減。 

廃プラスチックの高炉燃料化による廃棄量削減。  

廃プラスチック類の※ＲＤＦ燃料化による廃棄量削減。  

ガラスくず、プリント基板の再資源化による廃棄量削減。 

パソコン、インクリボン／インクカートリッジのＮＥＣへの 

回収協力による廃棄量削減。 

① 

 

② 

③ 

④ 

 

⑤ 

⑥ 

４０Ｗ照明用蛍光灯の３６Ｗに切り替えおよび不使用場所の蛍光灯の 

間引き。 

新規購入OA機器を段階的に省エネタイプに切り替える。  

昼休みの消灯、不使用ＯＡ機器の電源オフの徹底。  

当社で温度管理できるエアコンは、国が推奨する設定温度を 

基本とする。（夏期２８℃  冬期２０℃） 

窓への断熱フイルム貼付。  

設備類の不要時電源オフ、使用方法の省エネ配慮を行う。  

 

① 

② 

③ 

廃棄古紙の再資源化による廃棄量削減。 

容器包装材の分別徹底による廃棄量削減。 

紙屑をミックスペーパとして再生紙化することによる廃棄量削減。 

※ ＲＤＦとは廃棄物（廃プラスチック、紙屑、木屑等）から作られた固形燃料 

資材調達： 
各年度に購入した保守部品等の資材、設備など他社で製造する段階に排出されるCO2量。 
各購入品の購入額と産業関連表に基づきＮＥＣ環境・材料研究所の構築したLCAデータから算出。 

サービス活動： 
フィールディング内での電気、ガス等のエネルギーの使用により排出されるCO2量。 
各エネルギー使用量とLCAデータから算出。 

リサイクル： 
リサイクルによるCO2排出量から、リサイクルによって得られる材料を原料から製造する場合の
CO2量を引いた値。 資源回収実績から算出。 

フィールディングの事業活動全体から排出されるCO2を、NEC

環境・材料研究所の協力を得て、2001年度より経理データを

用いて算出しております。社外からの保守部品・材料などの「資

材調達段階」に始まり、「サービス活動」および「リサイクル活動」

まで、社外における間接的な環境負荷を考慮して事業活動を展

開しています。 

2003年度のCO2総排出量は約35.5万トンと、2002年度比

較で約2％増加という結果になりました。これは、売上高および

設備投資の増加により、資材調達段階のCO2排出量が増加した

ことによるものです。売上高が前年比4%増加しましたが、生産

活動のCO2排出量を前年と同様に抑えたため、CO2排出原単

位は約2%の低減を図ることができました。 

※ NEC環境・材料研究所が開発した「経理データを用いた事業活動の環境負荷評価手法」により算出・評価。 

資材調達 

サービス活動 

リサイクル 

当期新規所得の原材料(保守部品、材料)、商品、有形固定資産 

燃料費、電気・ガス・水道使用料 

回収資源、再資源化物 

年　度 

2002

2003

31.3

32.1

3.5

3.5

-0.1

-0.1

34.7

35.5

238,774

248,981

1.45

1.42

資材調達 
（万トン） 

サービス活動 
（万トン） 

リサイクル 
（万トン） 合計（万トン） 売上高（百万円） CO2排出原単位 

（トン／百万円） 

32.1

-0.1 -0.1

3.5 3.5

（万トン） 

-5

0

5

10

15

20

25

30

35
31.3

■ 事業活動（評価対象範囲） 

■ CO2排出量 

CO2 CO2 CO2 CO2

資材調達 

プロアクティブ・メンテナンス 
フィールディング・ソリューション 

サービス活動 リサイクル 

2002年度 2003年度 

リサイクル サービス活動 資材調達 

資源 部品・設備 資源回収 

紹介Web  http://www.labs.nec.co.jp/rel/

評価対応表 

…… 

…… 

…… 
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379

869

2002

1,129

815

2001

613
492

2000

588
535

1999

653

1998

電力使用量の削減 

紙購入量の削減 

産業廃棄物の削減                            

一般廃棄物の削減 

グリーン購入の推進 

（万kWh） 

（年度） 

使用量目標 

使用量実績 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

1,773

2,903

1,755
1,539

事業拡大 

1998 1999

2,209 2,168

2000

2,888
2,670

2001

2,995
2,728

2002 2003

オフィスでの省エネ活動は定着し、さらに資源エネルギー庁との緊急節電対策の徹底に加え冷夏も影響し目標を達成しました。 
 

全社イントラネット化の拡充と、紙の縮小コピー再利用等によりオフィスでのコピー用紙の購入量を抑制し目標を達成しました。 
 

（トン） 

購入量目標 

購入量実績 

0

50

100

150

200

250

300

（年度） 

185

1998

181 176

1999

267

206

2000

295

237

2001

269

200

2002

190
218

2003

2,781

リサイクル業者への調査・契約切り替えにより再資源化が進み、廃棄量を削減し目標を達成しました。 
 

（トン） 

廃棄量目標 

廃棄量実績 

参考：再資源化率 

0

200

400

600

800

1,000

1,200
（%） 

0

40

20

60

80

100

（年度） 

372

84

2003

活動拠点拡大 

事業拡大 

活動拠点拡大 

事業拡大 
活動拠点拡大 

事業拡大 

活動拠点拡大 

15.8%

30.8%
41.4%

65.7%

82.3%
92.7%

（トン） 

廃棄量目標 

廃棄量実績 

参考：再資源化率 
（%） 

25

50

75

100

（年度） 

329

1998

316
358

1999

415
369

2000

457

377

2001

401

308

2002

317

222

2003
0 0

200

500

100

400

300

（年度） 

（%） 

目標 

実績 

67

1998

70

99

1999

72

98

2000

75

100

2001

80

100

2002
0

20

40

60

80

100

■ OA機器の購入推進 
社内電子掲載ネットワーク情報（スターオフィス） 

「OA機器グリーン製品リスト」より 

環境配慮型商品の選択・購入推進 

〈対象〉 

・PC本体 ・ディスプレイ ・プリンター機器 

（%） 

（年度） 1998

目標 

実績 

■ 文房具の購入推進 

0

20

40

60

80

100

2003

80
86

2002

64
73

2001

61
56

2000

48
40

1999

3231

19

■ OA機器グリーン製品リスト 

社内電子掲載ネットワーク情報（スターオフィス） 

「文房具グリーン製品リスト」より 

環境配慮型商品の選択・購入推進 

〈対象〉 

・筆記用具、ファイル、他文房具 

■ グリーン製品リスト（文房具） 

59.3% 57.3% 58.1%
66.3%

72.4%
81.6%

新製品発売情報の監視と、購入手配推奨機器一覧情報の電子掲示により、確実
な購入手配により目標を達成しました。 
 

社内推奨電子リストに加え、ＧＰＮ提供のデータベース、メーカーカタログ情報
の活用により、優先購入が図られ目標を達成しました。 

拠点における分別活動の徹底とミックスペーパーのリサイクル化により、一般廃棄物の削減目標を達成しました。 



お客さまへのサービスメニューの提案段階で、ＣＯ2削減効果を評価・算出し、 
お客さまの環境負荷低減につながる環境経営活動を推進しています。 

日本全国約434ヶ所のサービスネットワークと、約5,000人のサービスエンジニアを有し、 
万一のとき最適なサービスエンジニアが出動し、お客さま先へ迅速に出向き問題を解決します。 

「環境経営度ランキング（非製造部門）Ｎo．１」に相応しいエコ・ＩＴソリューションサービスを皮切りに、 
お客さまから期待される環境配慮型製品・サービスの提供に努めてまいります。 

■ 超小型電気自動車（ＣＯＭＳ）導入 ■ 社有車の低公害化促進 

■ 作業面での効果 ■ 環境面での効果 

（台数） 

2002 2003 （年度） 
0

450 413

328
291

235

400
350
300
250
200
150
100
50

（%） 

0

10

20

30

40

50
低公害車 従来車 

提案事例 

iDC（インターネットデータセンター）運用の環境負荷低減効果 

顧客設備 

ＩＴ機器、施設、運用要員 

環境要素 

IT機器、 
マシン室設備の電気使用、 
マシン室什器、 
設備 

環境負荷評価 
ツールを使用 効果 

36%
47%

FIELDING iDC
ＩＴ機器、施設、運用要員

が共有化され環境影響負

荷が低減します。 

（%） 

顧客システム iDC
0

20

40

60

80

100

CO2削減率 
約46％ 

主な環境活動 

環境パフォーマンス 

22 23
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iモード対応のディスパッチシステムでecoエコ・ＩＴソリューションサービスの提供 

エコカーへの切り替え促進 
 

中部支社で2004年2月24日に超小

型電気自動車（リース車）をサービスカー

として導入いたしました。 

確かな情報伝達が可能となり、携帯電話の通話料も大幅に削減

されました。また、サービスエンジニアの作業進捗状況がタイム

リーに把握でき、効率的な作業計画や応援者の派遣等、組織的

な支援体制をとることができました。 

作業効率の改善により年間約40トンーCO2の削減が図られま

した。（ＮＥＣソリューション環境負荷評価ツールより算出） 

2003年度から社有車の多くを占めるリー

スカーを中心にエコカーへの切り替え

を促進し、47％（11％増加）の低公害

車の導入率に切り替えました。今後も

継続して取組み、2008年度までに切り

替え、導入率100％を目指しています。 
2000年9月より、作業指示、作業報告、部品回収依頼等、サービ

スエンジニアとの連携強化のために、ｉモード携帯電話を活用し

た「ｉモードディスパッチシステム※」を開発し、活用してまいりま

した。お客さまのさらなる満足度の向上、また保守サポート業務

の効率化とコスト削減を図ってまいりました。 

切り替え、導入率 

従来車

53%

低公害車

47% 619台 
2003年度 

※ サービスエンジニアを手際よく出動させるしくみ 

〈企業内イントラネット〉 

コールセンターシステム 

作業報告 Web接続 出動可否報告 

サービス拠点 

データベース 

iモード 
ディスパッチ 
システム 

DoCoMoパケット網 

E-mail (暗号化)

作業指示 

iモードメール受信 

サービスエンジニア 

サービスエンジニアと 

支援部門は常に連携し、 

お客さまを強力に 

サポートします。 

作業受付から作業の完了報告まで iモードで瞬時に行えます。 

From: NEC 
FieldingTo: 
0123456789@doc 
Sbj:作業依頼－ＣＭ
─────────
■作業内容 
作業依頼－ＣＭ 
■約束時間
2003/07/29 16:00 
■詳細URL 
http://hoge.hoge.co
m:12345/cgi-bin/w 
wwcgiv01?O+12345
6789012345678901
234567890............... 
■装置情報 
PR-J4000カラーイ
ンクジェットプリン
タ■お客さま情報 
○△□産業株式会社
システム部 
03-1234-5678東京
都港区六本木○×△ 
■作業指示 
プリンタヘッド
PJ91892を交換 

Click 録音 
再生 



中技地区・播磨研修センターに導入した「生ゴミ処理機」が2003

年6月から稼動し、生ゴミのゼロエミッションを達成しました。毎年、

食堂から4トン強の生ゴミが発生していましたが、2003年導入後

は有機肥料化され、近隣の植栽の肥料として活用されています。 

当社ではITシステムを早くから採り入れ、環境教育を含む教育に

Webを活用しています。これにより状況の変化に素早く対応で

きるだけでなく、人の移動によるエネルギーや教材として使用

する紙やＣＤ－ＲＯＭ媒体などの廃棄物を抑制しています。「いつ

でもどこでも」受講できることから、全従業員の教育修了期間が

1／3に短縮されました。さらに、教材用媒体の廃棄物も削減

しました。 

ロジスティクス本部のある「あるパーツ川崎」では、地球環境や

エネルギー問題までもを踏まえて、現場のムリ・ムダ・ムラを無

くすように生産革新※を実践しています。 

１９９８年にグリーン購入ネットワークの会員となり、文房具とＯＡ

機器のグリーン購入活動を進めてきました。さらに、環境に配慮

した『ＧＰＮ印刷サービス・シンボルマーク』を2002年度の環

境報告書より採用しています。オフセット印刷におけるグリーン

購入推進のために「グリーン印刷発注要領」として社内規定化し、

使用の拡大を図っています。 

改善内容 

主な環境活動 

環境パフォーマンス 
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ロジスティクス本部の生産革新 播磨研修センターに環境設備 

グリーン印刷の推進 

Wｅｂ教育でエコ効果（全従業員向けの啓発教育をＷｅｂ化） 

処理前 生ゴミ処理機 

非木材紙のケナフを使用 CTPによるフィルムレス方式 
（CTP：COMPUTER TO PLATE 
  ～直接刷版作成方式） 

処理後 植裁の肥料としてリサイクル 

ＣＤ－ＲＯＭ媒体で 
教材を各拠点に配布した場合 

Ｗｅｂ教材の場合 

約6ヶ月 

約2ヶ月 

■ 教育終了期間の比較 ■ 参考：削減CDｰROM媒体量 

全従業員向けの新規開催啓発 
Ｗｅｂ教育コース数 

削減ＣＤ-ROM媒体量 

2001年度 

3コース 

1,500枚 

2002年度 

6コース 

3,000枚 

2003年度 

7コース 

3,500枚 

※ 生産革新とは、ＮＥＣグループ全社活動としてＣＳ向上や原価低減のために、 
徹底的なムダ廃除をめざし「リードタイム・工数・設備・品質不良」をゼロに近づけるために 
革新的に改善活動を行うこと。 

事例紹介　1

事例紹介　2

輸送パレットの整理・整頓・回収 
あるパーツ川崎では、倉庫棟内にいろいろな種類の輸送パレットが混在しています。これまでは倉庫内で不要なパレットを無

差別に廃棄していました。今回パレットの分別を行い、各パレット毎に置場を設定し、整理・整頓および定位置・定品・定量を行

いました。その結果、再利用できるパレットを返却することで廃棄物の削減につながりました。 

倉庫内作業の動線短縮と停滞／使途不明品の整理・整頓（フロア有効活用） 
倉庫棟内では停滞品や使途不明品がスペースをとり、また、倉庫内作業過程においてはモノの停滞や長い作業動線によるムダ

も発生していました。このムダなスペースを廃除し、有効活用すべくモノの停滞と動線の短縮および整理・整頓を行いました。

作業効率が向上し、ムダな労働時間の削減にもつながりました。 
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NECフィールディングは印刷サービスのグリーン購入に 
取り組んでいます 

■ 活用事例 

■ GPN印刷サービス・シンボルマーク 

１．１×１．１ｍサイズ 
社名入り木製パレット 

１．１×１．１ｍサイズ 
倉庫内専用パレット 

１．１×１．１ｍサイズ以外(規格外) 
無記名木製パレット 

25

輸送パレットの管理および処理方法、置場を明確にし、ルールに沿った運用 

発送元に返却 倉庫内で有効活用 破損パレットのみ廃棄 

担当者が定時に各置場から回収 

使用可能なパレット 
までも廃棄していた 

改善前 

改善内容 

モノの流れる道を作り停滞を防ぐとともに、モノと作業者の動線を短縮する

ため、間締め（時間・空間・人間の間をつめること）を行う。 

停滞品や使途不明品を廃除。 
停滞品や使途不明品を収納していた 
棚や机は、必要な部門で再使用。 

各部門へ調査事項をフィードバック 

倉庫内を定期巡回し、停滞品や使途不明品の現品調査を実施。 

備品や使途不明品
が混在するフロア 

改善前 

フロアの空きスペー
スは555m2となり
環境面の効果は4.5
トンーCO2となりま
した。 

改善後改善後 改善後 

改善後改善後 改善後 

空き 
スペース 

空き 
スペース 

再利用を促進し木製
パレットの廃棄量
（500パレット相当）
を削減し、約6トンー
CO2の改善効果と
なりました。 

【廃棄物の削減】 
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お客さまのＩＴソリューションニーズに応える技術力 環境教育実施状況 

Ｗｅｂによる環境教育も4年目となり定着しました。試験に合格

するとステューデントレポートが発行され、受講実績として履歴

が自動登録されます。今後は環境経営推進に対し教育内容もリ

フレッシュし、環境経営活動の浸透を図ってまいります。 

お客さまのニーズに対応できる技術を提供するために資格認定

者の育成・拡大を図ってまいります。 

社会貢献推進活動報告システム構築の成果 

社会貢献活動を推進していく中で、その活動を正当に評価・表

彰することで従業員一人ひとりの志気が高まりました。全社で

活動情報が共有化されたことで活動の水平展開も進み、従業

員ひとりあたり年間4時間の目標活動時間も達成できました。 

従業員との関係 

社会性パフォーマンス 

■ 環境教育　受講者数 

■ 資格の保有状況 

■ 環境関連資格保有者数 2004年3月現在 

一般教育 

管理者教育 

特定教育 

7,000

（人） 

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 （年度） 

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

社外へ情報発信 

環境教育の種類 対象者 目　的 

いつでもどこでも環境教育 

一般教育 

特定教育 

管理者教育 

監査員教育 

全従業員 
環境方針、環境マネジメントシステムの概要、 

従業員の役割、職場のルール理解と自覚 

特定業務従事者の役割、責任、 

手順の理解と訓練 

組織の環境影響評価、計画策定、 

運用管理の理解と自覚 

監査の役割、責任、手順の理解 

廃棄物管理者 

危険物保管責任者 

環境事前評価実施者 

フロン回収／高圧ガス取扱者 

一段部／地区環境経営責任者 

一段部／地区環境経営推進者 

内部環境監査員 

基礎教育（リフレッシュ）／職場教育 

一般教育 

管理者教育 

特定教育 

3,913 2,004 2,046 4,233 2,402 5,925 5,493

895 806 218 72 57 175 127

0 37 220 133 84 516 577

資格グループ名称 人数 

エネルギー管理士 2

環境マネジメントシステム審査員 7

内部環境監査員 206

危険物取扱者 974

建築物環境衛生管理技術者 1

公害防止管理者・他 5

高ガス製造保安責任者・販売主任者 4

特別管理産業廃棄物管理責任者 4

有機溶剤作業主任者 34

資格種別 2003年度 

情報処理資格等公的資格 

Microsoft

Cisco

オラクル、HP、SUN

Linux系 

セキュリティ系 

CIW、ノベル他 

13,397

6,505

1,606

1,988

306

466

748

25,016合計 

活動評価・表彰 

社会貢献活動登録・集計機能 

携帯電話 ノートPC オフィスPC

4,808

2,847
2,484

4,438

2,543

6,616
6,197

教育実績 

年間教育日数28日／サービスエンジニア1人あたり　 

■ 一人あたりの資格数 

1資格 

19.2%

2～5資格 

57.7%

6～9資格 

15.8%

10資格以上 

7.3%

教育Web

活動情報をデータベース化・共有 
◎全社 

◎各拠点 

◎個人 
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名古屋市都市美化連盟より「平成１５年度都市美化功労表彰」 NEC社会貢献社長賞の連続受賞 

２００４年３月２６日、名古屋市都市美化連盟より「平成１５年度都市

美化功労表彰」を受けました。これは、拠点それぞれにその地域

の皆さまと溶け込んだ社会貢献活動を行うように努めてきた結

果が評価されたものと考えます。 

「しながわ環境ＩＳＯ事業所情報交換会」メンバー活動 

品川区と東京商工会議所品川支部による情報交換会に地域担

当の支店が毎年参加しています(３名)。特別講演のほか、環境へ

の継続的な取組みを有効に進めていくための悩みや課題、改善

方法等について意見交換をしています。 

森林ボランティア活動 

ＮＰＯ事業サポートセンター主催、林野庁、全国森林組合が後援

する森林ボランティア活動へ毎回参加しています。茨城県八郷

町民有林、国有林（古事の森）にて、間伐や下草刈り等を体験し

ながら森の大切さを体感する活動です。異業種で働く勤労者と

の、企業の枠を超えた交流の場でもあり、これからの社会貢献

活動の理想形として積極的に取組んでいます。 

中国の環境改善に少しでも役に立てればとの思いで北京事務

所が植林の社会貢献活動に積極的に参画しています。春に気温

の上昇にともなって綿（胞子）が雪のように舞う柳(雌)は、健康(肺)

に害を及ぼすとのことで植替え作業を始めています。 

社会貢献活動 

社会性パフォーマンス 

【海外拠点】 

地下鉄新栄駅～ＮＥＣ名古屋ビル間の通勤路清掃（２経路／距離

片道５５０ｍ）・吸い殻、空き缶・空き瓶の回収・その他廃棄物の回収 

第1回 5月6日 第5回 9月1日 第 9 回 1月5日 

第2回 6月2日 第6回 10月1日 第10回 2月2日 

第3回 7月1日 第7回 11月4日 第11回 3月1日 

第4回 8月1日 第8回 12月1日 

※参加人数：693名　2003/5～2004/3　計１１回 

■ 具体的な活動の内容 【中部支社・名古屋支社・ロジスティクス本部名古屋パーツセンター】 

今後も私たちは、豊かな社会の実現に貢献するという企業理念

のもと、よき企業市民として、地域との関わりを大切にしたさま

ざまな社会貢献活動を広く展開してまいります。 

■ 今後の抱負 

中国北京事務所の植林活動 
【東京支社・五反田支店】 

【本社地区】 

中国の荒漠化面積は毎年拡大しており国土面積９６０万Km2の２７％を占

めています。森林面積は１７％と縮小し自然災害発生（荒漠化、水土流出、

洪水、干ばつ）や生物の多様性が失われるなどの問題がおきています。 

この対策として中国では植

林活動を積極的に行っており、

2003年には人口緑化面積

が世界１位となりました。 

中国での植林活動（2003年度） 

延べ参加人数 

植林数 

人口緑化面積率 

5億5,900万人 

25億4,900万株 

1％（世界1位） 

当社では、全社で取組む活動、全国の支店、営業所が自主的に企

画して取組む活動を積極的に支援・推進しています。延べ活動

時間は一人あたり４時間強の３万３千時間を数え、ＮＥＣグループ

の社会貢献活動キャンペーン「Make a Difference Day※2003」

にて、２年連続「Best Practice Award」を受賞しました。本受

賞は、社会貢献活動を企業の責務として積極的に推進した結果

が評価されたものと考えます。今後も、良き企業市民としてＮＥ

Ｃグループの社会貢献活動と連携を図りながら、「一人ひとりの

ボランティア活動」を一歩前進させた社会貢献活動を行なって

まいります。 

※ 「Make a Difference Day」について～この運動は、世界中のＮＥＣグループがボランティア
活動を通して地域社会貢献をし、社員個人個人が、新しい自分を発見し、社会志向の高い企
業マインドを育もう、という趣旨のもとに、1999年から開始しました。 

〈主な取組み〉 

◎盲導犬育成支援募金活動 

◎集める活動（使用済み切手外国コイン、使用済みカード、書き

損じ葉書、使用済みテニスボール） 

◎イラン南東部地震義援金募金活動 

◎環境社会貢献活動の推進 

◎地域社会文化活動の推進 

◎パソコン教室の開催 

◎社会貢献ホームページの開設 

◎社会貢献表彰制度の創設 

◎手話教室の開催 
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小学校の廃品回収活動への参加・回収資材の提供 大会運営支援およびグランド整備、清掃活動 

ジュニアラグビー大会の大会運営支援およびグランド整備、清掃

活動を実施しました。 

開催にあたり、前日に降った雪をグランドから除雪し、大会終了

後には清掃作業を行いました。 

第７回大阪・淀川市民マラソン大会 ボランティア活動 

２００３年１１月２日に開催された「第７回大阪・淀川市民マラソン」

にて、６８名の社員と家族がボランティアスタッフとして参加し、

小雨が降るあいにくの天候の中、大会運営全般をサポートしま

した。この大会は電気自動車などの低公害車を運営車輌として

おり、自然を楽しみながら、誰もが楽しく走ることを目的とした

環境にやさしい手作りのマラソン大会です。大会前日の会場設営、

参加記念品の袋詰め、ランナー受付、完走証の発行、駐車場やコー

ス警備、選手への給水サービスなど、日頃の業務で培ったチー

ムワークでサポートしました。 

赤十字献血活動 

東京都赤十字血液センターと三田国際ビルの地区社会貢献推

進活動事務局は毎年1月と7月、「愛の献血運動」に協力して 

います。鉄分不足気味等で採血がで

きなかった残念なケースもありました

が、119名が協力し、なかには献血

10回記念ををいただいた社員もいま

した。 

高校生の就業体験実習支援 

沖縄県内の高校生を招きインターンシップを実施しました。パソ

コン修理受付や銀行向けシステムの保守体験など充実した３日

間のスケジュールで実習を行いました。 

社会貢献活動 

社会性パフォーマンス 

【東北支社・仙台地区】 

【関西第一支社・西日本カスタマサポート本部・西日本サービス営業本部】 

【本社地区】 

愛知県豊橋市立下地小学校の廃品回収活動に5名参加し、ご父

兄からの多くのご協力をいただきました。 

 ５月１８日（日） 回収資材の提供 

 ８月２４日（日） 廃品回収仕分け作業の手伝い 

１２月１４日（日） 廃品回収仕分け作業の手伝い 

【１日目】６月１７日（火） 

オープンミーティング 自己紹介、会社概要説明、注意事項説明 

パーソナル業務体験 フロント受付、パソコン修理 

【２日目】６月１８日（水） 

大型コンピュータ保守体験 ユーザー先にてコンピュータシステムの 

 概要説明、定期点検 

【３日目】６月１９日（木） 

パーソナル業務体験 部品入出庫、修理受付、パソコン修理 

■ 就業体験項目 

電気科とグラフィックアーツ科の皆さま 

■ 体験実習参加者 

今日はインターンシップ最後の日で大体この会社の流れや

仕組みがわかってきました。お客さまの受付もさせて頂き、

一連の流れを把握することができました。そこで思ったこと

は、１つのパソコンを保守するのにいろんな業者の人や技術

者などたくさんの人が関わっているんだということです。こ

の３日間で行った作業が将来役に立つかどうかは分かりませ

んが、心構えなどは必ず役に立つと思いました。 

■ 体験実習を終えて 

【三河支店・豊橋営業所】 

【関西第一支社・沖縄支店】 

沼津市千本松原海岸の清掃作業 

2003年6月、景勝地で知られる沼津市千本松原海岸周辺の

ゴミを約1時間半、分別回収しました。当日は台風の接近による

悪天候の中、早朝にもかかわらず23名が参加しました。 

【中部支社沼津支店・富士営業所】 



個 人 賞  

拠 点 賞  

沼澤弘幸さん（ヘルプデスクソリューション本部） 

沼澤さんは藤沢市

で中学生以下の野

球大会支援のため、

審判員として継続

的に活動をしてい

ます。 
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全国に広がる社会貢献活動の輪：2003年上期　受賞拠点・受賞者を紹介 

社会貢献活動 

社会性パフォーマンス 

全国支社レベルの推進委員、事務局を中心に年度ごとの活動目

標を掲げ、全従業員が全国津々浦々でさまざまな活動に参画し

ています。顕著な取組みについては「社会貢献活動表彰制度」

により、「拠点賞」と「個人賞」の部門で表彰しています。これか

らも全従業員が取組みやすい環境づくりを促進し、活動の深耕

と輪を広げてまいります。 

山口健吉さん（CS推進部） 

山口さんは半期で100時間を超

える時間を、少年野球の指導、パ

ソコンのホームページ作成ボラ

ンティア、自治会の活動等多岐に

わたるボランティア活動を積極

的に行っています。 

降矢さんは、自宅付近の建物火災を発見し、消防

署へ通報するとともに他の協力者とともに水道

水を使用して延焼拡大を防止しました。地元新聞

にも報道され、地元消防組合消防庁より感謝状を

授与されました。 

ヘルプデスクソリューション本部 

「田園都市線高津駅周辺の通勤路を中心に清掃活動」（214名） 

高津パークプラザビル、

商店街や高津駅周辺の

通勤路を中心に清掃活

動を継続的に実施し、

2003年9月には川崎

市の統一美化運動にも

積極的に参加しました。  

西日本カスタマーサポート本部 

「朝イチ通勤路クリーン作戦」（262名） 

早朝やお昼休みに、

少人数グループの当

番制にて通勤路の清

掃活動を週1回以上

実施しました。半期で

延べ262人が参加し、

総活動時間は136時

間となりました。 

リペア本部 

「相鉄線相模大塚駅～会社間の通勤路清掃」（288名） 

毎回約40人の参加者により、毎月欠かさずに清掃活動を実施

しています。2004年4月に地域自治会長より感謝状をいただ

きました。今後も「住み良いきれいな街づくり」のためにこの

輪大きく拡げてまいります。 

南波清さん（効率化システム推進部） 

南波さんは、

市川市の葵剣

友会の指導部

で、剣道を通

じて青少年の

健全な育成の

ための指導を

しています。 

中国支社 

「お願いポスターで古着を収集、提供」（ 26名） 

お願いポスターを作成し、各

家庭から不用となった衣料（紳

士・婦人・子ども服）約200kg

を収集し、ボランティア団体を

通じて難民救済支援活動に役

立てることができました。 

また、収集した古着約40kgを

社会福祉会に提供し、ウエス（工

場等で油ふきに使用する布）

作りの材料として活用してい

ただきました。 

平山泰三さん（四国支社） 

平山さんは、ほぼ毎週地域の

スポーツ振興に取組み、少年

野球のコーチをしています。

また自治会活動にも参加し、

地域の環境整備活動にも取

組んでいます。 

岩崎一喜さん（北関東支社） 

岩崎さんは、埼玉県志木市の“通常の職員による

市役所”ではなく“市民で構成する第二の市役所”

をつくるための「志木市民委員会」に所属しています。 

情報システム化による市民サービスの向上を目的

とする「IT部会」の活動で、情報システムに対する効

果的な市民教育やホストコンピュータのリブレー

スによる市民サービスの向上に関する提言等を行っ

ています。 志木市民委員会IT部会（後列右から二人目） 

大坪幸三さん（中部支社） 

大坪さんは、可児市立文化創

造センターのボランティアスタッ

フとして1年半、常にお客さま

に楽しいひとときをと思いな

がら活動しています。お客さま

の案内の他に役員・スタッフの

定例会等にも出席しています。

また、広報誌の発行やホームペー

ジによる広報も担当しています。 ボランティアスタッフ（後列一番右） 

特 別 賞  

中河原技術センターブロック 

「シニアパソコン教室の開催と 
母子生活支援パソコン教室を実施」 
（189名） 

府中市在住の65歳以上の初心者の方を対象

にパソコン教室を開催し、35名が受講されまし

た。また寮へ出向き、お母さん方へのパソコン

教室も実施、修得された受講者の就職への手

助けをいたしました。活動は好評のうち、終了

しました。 

東京支社・新橋支店 

「SVAリサイクルブックエイド活動に参加」 
 （121名） 
 資源の有効活用を目的に古本、中古CD等の
回収を行い、売却金額を社団法人シャンティ国

際ボランティア会

（SVA）へ寄付しま

した。（約100点）   

松崎和佳子さん（関西第二支社） 

松崎さんは少年野球チー

ムの会計として部費・旅

行積立金の徴収や大会

参加費、球場使用料等の

支払い、備品の購入等を

しています。また試合で

は、試合場までの子供た

ちの送迎や審判団への

お茶出し、スコアボード

の記入、子供たちの世話、

チームに関する会合（医

学教室等）に参加する

などの支援をしています。 

応援している 
少年野球チーム 

戸所三男さん（東京支社） 

戸所さんは30年にわたって地元の諏訪神社祭礼で錦六会

（町内会）の神輿に参加しています。また、祭礼に伴う屋台

活動に協力し、その収益の一部を老人ホームへ寄付する

など、地域に密着した暖かい活動を続けています。 

降矢　一さん（東京支社） 
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季刊誌『ふぃーるでぃんぐ』の電子化 社外からのご意見・ご要望への対応 

当社へのお客さまからのご意見・ご要望は全国のサービス拠点

を通じて賜り、ご用件に応じて地区・主管部門へエスカレーショ

ンされます。全社共通の環境問題が想定されると判断した件に

つきましては、受付地区の環境経営責任者・環境推進部・主管部

門を中心に対応、回答をさせていただきました。２００３年度は、

総受付件数３９件中に環境関連への苦情はありませんでした。　

なお、一部化学物質調査でご回答日を調整させていただきまし

たご用件につきましては、今後改善してまいります。 

『ふぃーるでぃんぐ』はお客さまと当社を結ぶ年4回発行のコミュ

ニケーションマガジンです。毎回さまざまな分野のゲストをお招

きしての「ふぃーるでぃんぐ・インタビュー」や、当社のサービス

への取組みを紹介する「コンピュータ・ア・ラ・カルト」、そして各

界の著名人による充実した連載など、情報満載です。冊子もご

用意しておりますが、年間約2トンーCO2の削減を目指し、当社

ホームページからご覧いただけるようにいたしました。 

『一秒の世界』環境教材の提供 

「環境教育応援プロジェクト」を立ち上げていますダイヤモンド

社の90周年記念事業の協賛企業として参画し、地球環境の変

化“世界のいま”を理解する書籍『一秒の世界』を、全国４０，０００

校の小・中・高等学校に配布しました。 

２１世紀を担う子供たちへ「地球環境について考える機会を提

供する」という環境教育応援プロジェクトとして継続して協力し

てまいります。 

「環境報告書」を基軸に環境コミュニケーション活動を推進 

日経ビジネスパソコン社の「環境報告書ディレクトリ２００３」を通

じ「環境報告書２００３」冊子版を提供、ニーズの把握と環境コミュ

ニケーションの向上に努めました。 

記念すべき１０回目となる環境啓発活動向上への標語のテーマを、

「はじめています。地球にやさしい新生活！」～私たちのエコスタ

イル（より良い明日への環境作り）～として活動に取組みました。 

環境標語のＷｅｂによる応募も今年で３年目となり、すっかり定着

しました。今回は従業員全員参加（応募）の目標をもって取組ん

だ結果、応募総件数は１０，８９８件と前年比１１％減でしたが、応募

者数は４７％増の８，７７１人と大幅に増加しました。また環境ポスター

には１６４件の応募がありました。夏休みを利用しての従業員ご

家族の力作７３件に加え、各地区の応募件数を環境賞受賞のポイ

ントとなる環境活動評価の要素に加えたことも、応募件数の増

加の一因となりました。 

通算10回目の節目の環境向上強化月間を迎えて 

環境コミュニケーション 

社会性パフォーマンス 

■ 環境向上強化月間　環境ポスター 

■ ダイヤモンド社関係６誌に環境報告書の広告出稿（2003年8月～9月） 

■ 冊子版 

■ 標語･ポスターの応募推移 

■ 参考：年度別 受付対応件数の推移 

0

10

20

30

40

50
（件） 

その他 

アンケート調査 

標語（6月） 

ポスター（8月） 

※1 有害化学物質の管理・使用に関する調査が増加傾向（１１件）。 

※2 日本経済新聞社第７回「企業の環境経営度」調査の回答（９月）および 
 モーニングスター社２００３年度「企業の社会性に関する調査」（３月）含む。 

1998 1999 2000 2001 2002 2003 （年度） 

2
6

8
6

7
7

10
44

17

9

※2
27

※1

12

入選した標語とポスターを用い、 
「環境ポスター」を制作しました。 
ポスターは一年間活動拠点に掲示し、 
環境への取組みを推進しています。 

※ 

※ 1999年度のポスター応募は、ISO認証取得時の「電波新聞」掲載版を利用するため、実施していない。 

（件） 

（年度） 
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2002 2003

12,206

164

10,898
 各部門の応募状況を 
Webで提供 

（前年比70%増） 推進者がわかる 
webでの 

各部門の目標と 
応募状況 

  Web応募により、 
  標語7,175件 
（前年比62%増） 

環境経営活動推進への応援、環境報告書に対する 
忌憚のないご意見・ご要望を今後の活動の改善に 
活かせるよう努めてまいります。 

420名の皆さまに提供 
（2003年12月） 

皆さまからのご請求やアンケート 

紹介Web    http://www.fielding.co.jp/cr/magazin.htm

■ 環境コミュニケーション 

情報提供 

43%
アンケート 

31%

環境報告書関係 

5%

その他 

21%

39件 

■ 一秒の世界 Global Change in One Second　世界の変化がわかる、驚きの１秒！ 
環境問題から人体の驚異、宇宙の神秘まで、いまこの瞬間の刻々なる“一秒の変化”６０項目を一挙に集録。 
ページをめくるたびに、世界の変化が見えてくる。 
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身近なサステナビリティレポートを目指して 

NECフィールディング株式会社 

〒108－0073　東京都港区三田一丁目4番28号　三田国際ビル 

TEL：03－3457－7101　　http://www.fielding.co.jp

発行責任者 

執行役員　佐藤 勝治 

 

編集責任者 

環境推進部長　木森 敏春 

 

発行日 

2004年6月（次回発行：2005年6月予定） 

 

お問い合わせ先 

環境推進部 

TEL：03－3769－5645 

FAX：03－3457－7146 

E-MAIL：eco@star.fielding.nec.co.jp 

 

環境経営報告書ホームページ 

本誌の情報は全てインターネットでご覧になれます。 

http://www.fielding.co.jp/cr/eco/repo.htm

編集を終えて 「環境経営報告書を読む会」 

編集メンバー 

第三者レビュー 

NECフィールディングの環境経営 http://www.fielding.co.jp/cr/eco/index.htm 
ＮＥＣの環境活動 http://www.nec.co.jp/eco/ja/ 
ＮＥＣ環境・材料研究所 http://www.labs.nec.co.jp/rel/

紹介Web

エコひよこ 

2004年6月3日、全国青年環境連盟エコ・リーグ関東事務局の

ご協力のもと「環境経営報告書を読む会」を行いました。「環境

報告書2003」および制作中の「環境経営報告書2004」に対し、

多くの貴重なご意見をいただくことができました。はじめての

試みでしたが、皆さまの環境に対する熱い思いと、企業への

強い期待に後押しされ、大変有意義な会となりました。 

◎「今号で〈社会性パフォーマンス〉としてひとつの章を立てたが、ボランティア

活動を報告書に載せるメリットが少ないのでは」 

◎「報告書は誰に見てもらいたいのか」 

◎「最近ＣＳＲが叫ばれている中で外国人投資家に十分な情報であるのか」 

◎「環境教育をはじめ教育状況が細かく載っているのは興味深い」 

◎「写真が多く見やすく事業活動が身近に感じる」 

◎「環境データ・グラフなどの内容も良いが、どこかと比べて見ないと、環境にどれ

だけ良くなったか悪くなったか判らない。特に、社会貢献度を考えた場合どれだ

け取組めば良いのか比較するポイントがない」 

◎「報告書の冊子とｗｅｂの使い分けは、また、経年データはどちらを見れば良いのか」 

◎「環境向上月間での標語・ポスターの募集以外の取組みは」 

◎「報告書を読むこと自体が教育の面があり、出来ればグラフが見たくなるメッセー

ジがあれば理解しやすい」 

◎「現行の全国版の報告書に加え、地域の各支店などの環境や業務の改善度合いや

努力が一目でわかるお天気マップのような見やすさと地域性を出してはどうか」 

◎「見るのと読むのとのメリット・メリハリが必要」 

◎「目標の達成度でなぜ○となったのか評価についてコメントを」 

●「ホームページを見る方達は意欲のある人でグラフや数値でも良いが、冊子の

報告書を地域の皆さまに見てもらうには出来るだけ全体図や社会貢献活動な

どの実体験を増やしたほうが判りやすく見てもらえる」 

◎「事業活動における環境関連法規と目的・目標とのつながりと、法規の差込ペー

ジ先に違和感がある」 

◎「社会貢献活動表彰の拠点賞と個人賞で何が評価されたのかコメントが欲しい」 

◎「社会貢献活動をお客さま向けの季刊誌と関連性を持たせ有効活用すると良い」 

●「アンケートやレビュー結果からの改善箇所が判るよう双方向の報告書が良い」 

◎「非製造業でありオフィスでの紙ゴミ電気以外で付加価値をつけビジネスとエ

コをバランス取りながらの取組みを期待する」 

◎「社会と環境のページ量のバランスも考慮する必要がある」 

◎「環境にも社会貢献にもつながる植林活動を積極的に進めて欲しい」 

◎「今号は社会貢献などで従業員の顔がみえる内容が増え親しみやすい」 

◎「エコひよこが印象的で適宜評価などで活用しては」 

 

以上の貴重なご意見を賜りました。 

なお、●印のご意見につきましては本報告書に反映いたしました。 

読む会でのご意見 

参加いただいた皆さまと編集メンバー 

持立 真奈美様（（株）FEM代表取締役） 

種田 真麻里様（上智大学法学部） 

西田 宏美様（上智大学法学部） 

福島 暁光様（上智大学法学部） 

梶原 康佑様（慶應義塾大学環境サークルＥ.Ｃ.Ｏ.） 

仲摩 智史様（慶應義塾大学環境サークルＥ.Ｃ.Ｏ.） 

今井 寛様（慶應義塾大学環境サークルＥ.Ｃ.Ｏ.） 

水谷 伸吉様（（株）ビーボコーポレーション） 

穴見 淳也様（（株）ビーボコーポレーション） 

ご参加いただいた皆さま 

「環境報告書2003」から「環境経営報告書2004」への改善点を

比較検討できたことで、より多くの活発なご意見をいただくことが

できました。今後も「読む会」を継続的に実施し、アンケート等と

あわせて、皆さまからのご意見を反映することで、双方向コミュニケー

ションを図れる身近なサステナビリティレポートを目指してまいります。 

「読む会」を終えて 

環境経営報告書のマスコットとしてわが子のように親しんできた「エコひよこ」と

共に成長する思いで環境報告書の発行に携わり、早くも4年目を迎えました。 

環境における中期計画の最終年度の活動報告となる今号の発行は、編集チームと

してひとつの区切りとなりました。今後も社内レビューはもとより、皆さまからのご

意見をいただきながら、どなたにもわかりやすい報告書作りを目指してまいります。 

2004年度は当社にとって新たな環境

目的・目標をスタートさせる年度です。

次号からは誌面を一新し、ＣＳＲ報告の

スタンスから身近なサステナビリティ

レポートとして内容を充実させてまいり

ます。今後もご愛読のほどお願い申し

上げます。 

2004年6月　編集チームリーダー 

向井　新太郎 



「NECフィールディング 環境経営報告書2004」は、環境に配慮した仕様となっています。

用　　紙 ： 古紙配合率100%再生紙

イ ン キ ： 大豆油インキ

印　　刷 ： CTPによるフィルムレス方式（CTP：COMPUTER TO PLATE～直接刷版作成方式）



アンケート（「環境経営報告書2004」について） 

NEC FIELDING　SUSTAINABLE MANAGEMENT REPORT 2004

「環境経営報告書 2004」への評価を点数でお聞かせください。 

お名前 性別 男性  ・  女性 

〒 

＠ 

歳 年齢 

勤務先・学校名など 

お電話番号 

Eメールアドレス 

ご住所 

〈アンケート送付先〉FAX番号 
当環境経営報告書は当社ホームページでご覧になれます。（http://www.fielding.co.jp/cr/eco/repo.htm） 

アンケートのご回答ありがとうございました。次回報告書の発行は2005年6月を予定しております。 

NECフィールディング株式会社 環境推進部 宛 03-3457-7146

2点 ： 普通 1点 ： わかりにくい 

1. この報告書の全体的な感想をお聞かせください。 
3点 ： わかりやすい 

理由 

2点 ： 普通 1点 ： わかりにくい 

2. この報告書が提供する情報の内容についてお聞かせください。 
3点 ： わかりやすい 

理由 

2点 ： 普通 1点 ： 少ない 

3. この報告書が提供する情報の量についてお聞かせください。 
3点 ： 多い 

理由 

2点 ： 普通 1点 ： 悪い 

4. この報告書のデザインについてお聞かせください。 
3点 ： 良い 

良い点 悪い点 

5. この報告書を何でお知りになりましたか。（複数回答可） 
新聞 

その他 

雑誌 広告 当社社員 友人 インターネット 展示会 

その他 

6. この報告書で興味のあった内容をお聞かせください。 
会社概要 メッセージ 特集 環境マネジメント 環境パフォーマンス 社会性パフォーマンス 

7. 当社の環境経営活動へのご要望がありましたらお聞かせください。 



「環境報告書2003」のアンケート結果 
「環境報告書2003」へは12件の貴重なご意見をいただきました。その結果をご紹介します。 

報告書全体についての評価 

皆さまからの貴重なご意見を、今後の環境経営活動の継続的改善への取組みと、報告書の制作へ役立ててまいります。 

アンケートにご協力賜りました皆さま、誠にありがとうございました。 

ホームページについて 

環境への取組みについて 

左側の文字が背景と重なり非常に見にくい。また、全体的に文字が小さいと思います。 

なお、読み込み時の軽さは評価できます。（従業員） 

ページの情報量とのバランスをとりながら、見出しの見やすさとフォントサイズを改善しました。 対応1

環境活動をより活発化させるには、社員や消費者への啓蒙活動が必要不可欠だと思います。 

実績を高めるとともにさらに環境への関心を高め、それを実際に行動へ移せるように、より具体的な活動をお願いします。 

削減内容よりも効果の方が私たちにはよりイメージしやすいと思います。（個人のお客さま） 

環境教育をはじめ、環境向上強化月間を通じて、社員の環境マインドを高め、環境の輪を広げていきます。 

また、地域の皆さまと環境ボランティア活動等を積極的に行い、社会貢献に努めてまいります。 

対応1

環境により良い製品・サービスの提供を念頭に、環境にプラスとなる影響評価のしくみを確立し、取組み成果・効果を 

ご提示できるよう努めます。本報告書ではその一部ですが、「環境パフォーマンス」のカテゴリーで 

「エコ・ＩＴソリューションサービスの提供」、「ｉモード対応のディスパッチシステムでｅｃｏ」等を掲載しました。 

対応2

良い 

8%
悪い 

8%

普通 

84%

アンケート用紙とメールでのご意見 

主なご意見・ご要望への対応について 




